
若者が将来に希望のもてる環境への創造

１　独身の男女が出会う場の確保

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

① 婚姻数（年間）

2 総人口に占める20～49歳の女性の割合 12.9 15

実績値（H27) 実績値（H28)単位

％

数値目標 基準値（H26) KPI（H31）

1 合計特殊出生率 1.51 1.8

基準値（H26) KPI（H31）

11 10

項目 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

施策 事業名 開始
年度

独身の男女が出会う場の確保

３）
４）

婚活パーティーの開催
各青年団体との交流会の実施と団体への支援
各種スポーツ大会の開催による交流の場の設定
大人のインターンシップの実施による職域間交流（農業体験含む）

１）
２）

単位

件

重点プロジェクト

0

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

事業の成果・目標事業概要

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

終了
年度 事業の目的

担当
課名

担当
係名

一般財源

合計

H26
決算

道支出金

地方債

その他

財源

国庫
支出金

H27
決算

今後の事業
の方向性

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

ActionPlan・Do

事業達成度 事業効果 理由

評価
Check

0 0 0 0 0

実績額（見込額）

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など

事業内容

国庫
支出金

地方債

道支出金

一般財源

その他

0 0 0合計 0 0 0

国庫
支出金

地方債

道支出金

その他

0 0合計 0 0 0 0

一般財源

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

５） コミュニケーションセミナーの開催

② 酪農ヘルパー数 人 8 12



理由H30
目標

H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
目標

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

―

H29
予算

H30
予算

H31
予算

事業達成度 事業効果
施策 事業名 担当

課名
担当
係名

開始
年度

終了
年度

道支出金

国庫
支出金

その他

地方債

0 0 0合計 0 0 0

一般財源

道支出金

国庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

国庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0合計 0 0 0 0 0

道支出金

0 0 0

国庫
支出金

その他

地方債

一般財源

合計 0 0

道支出金

0

0 0

国庫
支出金

0

一般財源

その他

合計 0 0 0

地方債

地方債

道支出金

道支出金

一般財源

国庫
支出金

その他

地方債

0 0合計 0 0 0 0

国庫
支出金

0合計 0 0 0 0 0

一般財源

その他

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度 理由H30

目標
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
目標

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 H29

予算
H30
予算

H31
予算

事業達成度 事業効果



―

道支出金

国庫
支出金

その他

地方債

0 0 0合計 0 0 0

一般財源

道支出金

国庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

国庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0合計 0 0 0 0 0

道支出金

0 0 0

国庫
支出金

その他

地方債

合計 0 0 0

一般財源

国庫
支出金

地方債

道支出金

一般財源

その他

0 0 0合計 0 0 0

道支出金

国庫
支出金

地方債

一般財源

その他

国庫
支出金

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

その他

地方債

0合計 0 0 0 0 0

一般財源



【基本目標】若者が将来に希望のもてる環境への創造

１　独身の男女が出会う場の確保

主要施策

実績値（H30) 見込値（H31)

1 合計特殊出生率 1.51 1.8 1.14 2.21 1.72

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29)

13.08 12.83 15.00

重点プロジェクト 独身の男女が出会う場の確保

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27)

1.19 1.80 ○酪農ヘルパー事業補助金
　ヘルパーの人数が減少しており、また人員不足によるヘルパーの負担も増加しており、このままでは今い
るヘルパーも離職の可能性がある。そのため、多くの酪農ヘルパーを確保するためにも他の事業での連携も
必要であると考える。

○生涯スポーツ推進事業委託料
　町民の健康に対する志向の高まりをみると事業における有効性は高いと考えられる。しかし、施設の老朽
化が問題視され、活動する場所が安全で安心して利活用できる場の維持や確保が必要であり、今後の大きな
課題と考える。
　
○天塩町体育協会補助金
　人口減や各団体の高齢化などによる加盟団体の減少は今後も可能性が高いが、新規会員を獲得し活発に活
動している団体も少なくない。体育協会が主となりネットワークを広げスポーツ団体をサポートし、スポー
ツ人口の拡大や活性化をしていくために必要な補助金と考える。

2 総人口に占める20～49歳の女性の割合 ％ 12.9 15 13.06 13.09

8 12 10 10

② 酪農ヘルパー数 人 8 12 7

実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 婚姻数（年間） 件 11 10 11

6 6 10 12

５） コミュニケーションセミナーの開催
６） 酪農ヘルパー利用に対する支援

２） 各青年団体との交流会の実施と団体への支援
３） 各種スポーツ大会の開催による交流の場の設定
４） 大人のインターンシップの実施による職域間交流（農業体験含む）

１） 婚活パーティーの開催

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

農業後継者対策の推
進を目的に設立

農業後継者対策の推進を目的に補
助金を支給

後継者数 人 0 0

１） 農業後継者対策協議会補助金
※H2９協議会解散

農林
水産
課

農業
支援
セン
ター

17 29

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果

道支出金

0 0 0 0 0 00 2 0 1 国　庫
支出金

その他

地方債

1,560 0 0

２） ４Hクラブ補助金
農林
水産
課

農政
係

20

若い農業者が中心と
なって組織され、農
業経営上の課題や解
決方法の検討技術向
上などの活動を中心
とした農業青年クラ
ブに対する補助金

合計 1,360 1,360 1,360

1,360 1,560 0 0一般財源 1,360 1,360

道支出金

若い農業者の意
見交換や研修な
どの活動により
経営上の課題や
問題を解決する
場として機能し
ていたが、
H30年度は会
員数が補助要件
に満たさなかっ
たため、補助対
象となっていな
い。

会員数の減
少や農業普
及センター
の撤退の理
由により
H31年度を
もって休会
した。

休会してしまっ
たが、今後農協
青年部が4Hでの
活動を引き継い
でいく。

目標未達成

11 8 0 国　庫
支出金

地方債

50 0 0一般財源 50 50 50

その他

0 0

３） 生涯スポーツ推進事業委託料
教育
委員
会

生涯
ス
ポー
ツ係

H2８

町民一人ひとりが生
涯にわたって健康で
豊かな人生を送るた
めに年齢や目的に応
じて、スポーツ活動
を展開。

町民それぞれが自分の活動量、身
体にあったスポーツ活動を選択で
きるよう幅を広げ事業展開し、
「いつでも、どこでも、だれで
も」楽しめるスポーツ事業を開催
する。

合計 50 50 50 50

若い農業者が中心となって組織さ
れ、農業経営上の課題や解決方法
の検討技術向上などの活動を中心
とした農業青年クラブに対する補
助金

会員数 人 11 13 13

道支出金

当初月一回
開催だった
事業が参加
者からの声
で月2～３回
開催に増え
たり、新し
い取組にも
意欲的に参
加している
ため。

今後は、いまま
で運動が苦手で
してこなかっ
た、できなかっ
た方々へのアプ
ローチ方法を検
討し新規顧客の
獲得を目指す。

目標を概ね
達成

町民の健康
に対する思
考は少しず
つではある
が高まって
きている。

国　庫
支出金

地方債

5,267 5,869一般財源 ー ー 5,013 5,255

その他

5,869合計 0 0 5,013 5,255 5,267

1



Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 指標名

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

単位 H26
実績

事業達成度 事業効果 理由

３） 天塩町体育協会補助金
教育
委員
会

生涯
ス
ポー
ツ係

―

加盟した町スポーツ
団体がスポーツを通
じて、一つのコミュ
ニティとして協働す
る。

H26
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

財源

道支出金 町体育協会
の活動を補
助し、天塩
町のスポー
ツ事業の底
上げを行っ
た。

所属団体が
開催する大
会や活動が
円滑に進め
る事ができ
たことや、
または少年
団との異世
代交流事業
も開催し
た。

今後は、町内だ
けではなく町外
にも目を向けて
広域的な交流を
検討し、さらな
るスポーツ技術
の研鑽を目指
す。

目標を達成

13 12 13 国庫
支出金

地方債

190 155 190一般財源 155 190 155

その他

ヘルパー数 人 8 7 6 6

155 190

６） 酪農ヘルパー事業補助金
農林
水産
課

農政
係

H1

酪農ヘルパーに対す
る賃金の補助によっ
て、農協の酪農ヘル
パーの人員確保をす
ることにより、酪農
経営者の負担軽減を
図る。

酪農ヘルパー1名につき、
990,000円の補助（82,500円
×12ヶ月）

合計 155 190 155 190

体育協会事業への補助

団体数 団体 13 13 13

道支出金

新規就農の確
保も困難な状
況で、なかな
かヘルパーを
確保できてい
ない。また、
既存のヘル
パーが受精師
に鞍替えして
しまってい
る。

農業支援セン
ターや農協と連
携し、ヘルパー
の確保をしてい
く。

目標を概ね
達成

農業ヘル
パーの人件
費補助しヘ
ルパーの環
境改善を
図っている
が、人員を
確保できて
いない。

4,700 5,000

3 6 国　庫
支出金

3,900 5,900地方債 過疎債

40 40一般財源 6,518 6,765 1,735 693

その他

国　庫
支出金

5,940合計 6,518 6,765 6,435 5,693 3,940

その他

道支出金

0 0 0

地方債

0

一般財源

合計 0 0

道支出金

国　庫
支出金

その他

地方債

0 0 0合計 0 0 0

一般財源

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0合計 0 0 0 0 0

道支出金

0 0 0

国　庫
支出金

その他

地方債

2

合計 0 0 0

一般財源



【基本目標】若者が将来に希望のもてる環境への創造

主要施策

実績値（H30) 見込値（H31)

1 合計特殊出生率 1.51 1.8 1.14 2.21 1.72

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29)

13.08 12.83 15.00

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27)

1.19 1.80 ○不妊治療費等助成事業
回覧やホームページで周知を行っているが、問い合わせも少なく、十分に理解されていないと思われる。周
知方法の工夫が必要である。また不妊症や不育症等、デリケートな内容なので、相談しにくい。
医療機関と連携を図り、町の助成事業について情報提供してもらえるか相談。また相談や申請については保
健師が対応し、相談場所も訪問や役場内相談室で行えるようにしており、プライバシーの最大限の配慮が必
要である。

〇妊婦一般健康診査委託料
妊婦健康診査の委託回数は、妊婦一人につき一般健康診査14回まで、超音波検査6回までとしている。H30
の母子手帳交付数は22名と考えていたが、実績として11名と減少傾向にあり、目標に届かない状況。

2 総人口に占める20～49歳の女性の割合 ％ 12.9 15 13.06 13.09

２　不妊治療・妊婦・出産にかかる経済的負担の軽減及び医療の確保

26 18 13 20

実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 出生数 人 21 20 14

５） 不妊治療費助成事業の実施
６） 医療職員養成修学資金貸付金制度の周知

２） 妊婦健康診査費用の全額助成
３） 妊婦健康診査受診に係る交通費の助成
４） 町外医療機関に通う移動手段の確保と支援

１） 出産支援金制度の創設

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

妊娠及び出産に係る
経費の一部を助成
し、現役世代の経済
的負担の軽減を図る
ことにより、天塩町
における更なる少子
高齢化の防止を図る
とともに、若者の定
住を促進する

・出産準備金
母子健康手帳の交付を受けたもの
で、6ヶ月以上天塩町に住民登
録・かつ定住
支給額：10万円

出生数 人 21 14

１） 子育て支援金交付事業（準備金） 福祉
課

福祉
係

H28 －

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果

交付するこ
とが出生数
の増に繋
がっておら
ず、効果が
出たとは言
い難い。

道支出金

目標を未達
成

前年度と比
べ、出生数
が大幅に減
少している
ため。

交付金に対する
ニーズはある
が、現状事業成
果に現れておら
ず、交付金のあ
り方も協議して
いく必要があ
る。

支給人数 人 - - 19 18

26 18 13 20 国　庫
支出金

19 20

その他

地方債

3,000 1,027 2,000

１） 子育て支援金交付事業（祝い金） 福祉
課

福祉
係

H28 －

妊娠及び出産に係る
経費の一部を助成
し、現役世代の経済
的負担の軽減を図る
ことにより、天塩町
における更なる少子
高齢化の防止を図る
とともに、若者の定
住を促進する

合計 0 0 1,900

1,900 3,000 1,027 2,000一般財源

13 道支出金 交付するこ
とが出生数
の増に繋
がっておら
ず、効果が
出たとは言
い難い。

前年度と比
べ、出生数
が大幅に減
少している
ため。

交付金に対する
ニーズはある
が、現状事業成
果に現れておら
ず、交付金のあ
り方も協議して
いく必要があ
る。

支給人数 人 - - - 24 12

目標を未達
成

18 13 20 国　庫
支出金

地方債

14,300 5,100 7,000一般財源 0 0 0

その他

健診者数 人 320 240 462 329

5,100 7,000

２） 妊婦一般健康診査委託料 福祉
課

ふれ
あい
係

H9 －

妊婦健診は、妊娠経
過を確認し、以上の
早期発見と合併症の
予防、必要な医療・
保健指導を行うこと
で、妊娠期を安心・
安全に送ることを目
的に実施しいてお
り、必要な妊婦健康
診査の必要を助成す
ることにより、受診
機会を確保する。

○妊婦一般健康診査の助成：14
回
○超音波検査費用の助成：6回

合計 0 0 0 14,300

・出産祝い金
　新生児の両親が１年以上天塩町
に住民登録・かつ定住。町税等の
滞納者・生活保護の受給者除く。
支給額：第1子　30万円
　　　　第2子　50万円
　　　　第3子　100万円
1/2以内で、天塩商工会発行の商
品券を交付。

出生数 人 21 14 26

道支出金
妊婦一人当た
り、20回程
度の健診回数
であるが、妊
婦数が減少し
ているため目
標を達成する
ことはできな
かった。

妊婦健診に加え、
産後の産婦健診の
助成を実施し、産
後の不安やうつ等
のリスクの早期発
見・対応に繋げ
る。

目標を概ね
達成

母子手帳交
付届出数が
減少してお
り、全ての
妊婦が必要
な健診を受
診すること
はできてい
るが、目標
は達成され
なかった。

257 400 国　庫
支出金

地方債

1,147 2,097一般財源 1,434 1,068 1,982 1,406

その他

2,097合計 1,434 1,068 1,982 1,406 1,147

3



Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 指標名

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

単位 H26
実績

事業達成度 事業効果 理由

５） 妊婦健康診査道外受診者負担金 福祉
課

ふれ
あい
係

H21 ―

妊婦健診は、妊娠経
過を確認し、以上の
早期発見と合併症の
予防、必要な医療・
保健指導を行うこと
で、妊娠期を安心・
安全に送ることを目
的に実施しいてお
り、必要な妊婦健康
診査の必要を助成す
ることにより、受診
機会を確保する。

H26
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

財源

道支出金

対象者がい
なかった

里帰りをする方
がいなかったた
め、目標は未達
成だが、道外へ
里帰りする妊婦
がいた場合に、
償還払い等で健
診受診の費用負
担を軽減する体
制が整備されて
いる。

2）妊婦健診委託
料に同じ

目標を未達
成

0 0 5 国　庫
支出金

地方債

0 0 86一般財源 15 0 30

その他

申請件数 人 － － 0 2

0 86

５） 不妊治療費等助成事業 福祉
課

ふれ
あい
係

H28 －

少子化社会の中、子
どもを産み育てたい
と切望するが不妊に
悩む夫婦に対し、不
妊治療並びに不育治
療に必要な費用の一
部を助成することに
より、その経済的負
担の軽減を図るとと
もに、治療を受けや
すい環境づくりを推
進する。

①一般不妊治療：医療保険が適用
される不妊検査・手術、タイミン
グ療法、薬物療法、及び医療保険
が適用されない人口授精に対する
助成。最大10万
②特定不妊治療：保険が適用され
ない体外受精、顕微授精。最大
20万
③男性不妊治療：最大20万
④不育治療：最大10万

合計 15 0 30 0

○妊婦一般健康診査の助成：14
回
○超音波検査費用の助成：6回

受診件数 人 4 0 3

道支出金
不妊治療は非常
にデリケートな
部分であるた
め、周知不足だ
けではなく他人
に知られたくな
いというプライ
バシー侵害の不
安等があると思
われる。

医療機関や保健所
と連携を図り、プ
ライバシーの配慮
について最大限配
慮できる申請の方
法について検討が
必要。

目標を未達
成

不妊治療等
を行ってい
る方からの
申請がな
かった。

0 2 国　庫
支出金

地方債

0 350一般財源 － － 0 287

その他

3 国　庫
支出金

件 0 0 1 2 4

350

６） 医療職員養成修学資金貸付事業 福祉
課

ふれ
あい
係

S46 －

保健師・助産師・看
護師、診療放射線技
師等の医療職員を養
成する学校に在学す
る者で、将来町の職
員として、医療業務
に従事しようとする
ものに対し、就学に
必要な資金を貸し付
け、優秀な人材の育
成・確保を目指す。

保健師・助産師・看護師、診療放
射線技師等の医療職員を養成する
学校に在学する者で、将来町の職
員として、医療業務に従事しよう
とするものに対し、就学に必要な
資金の貸付を行う。

貸付件数

合計 0 0 0 287 0

その他

看護師等の医療職
員が充足する場合
も考えられ、申請
があった際には返
還や免除等の説明
を丁寧に行ってい
く。

道支出金

目標を大き
く上回って
達成

当初予算では
対象者2名で
あったが、新
たに看護師と
保健師の申請
が1名ずつ
あった。町内
の看護師及び
保健師の不足
の解消に繋
がっている。

看護師の修学資
金が10万円と
高額であるこ
と、将来、町の
職員として医療
業務に従事しよ
うする方が増え
てきていること
が背景にあると
思われる。

2,240 3,960 3,600

地方債

1,120

1,120 2,240 3,960 3,600一般財源 0 0

分娩可能な医療機関が
ない市町村に在住する
妊産婦が安心して出産
できる環境づくりを推
進することを目的と
し、北海道妊産婦安心
出産支援事業費補助金
交付要綱に基づき、町
内の対象者に健診・出
産にかかる交通費・宿
泊費の一部補助を行
う。

①交通費の助成
・産前14回、産後1回
・交通費補助単価：片道2,260円
(名寄市立病院)、1,225円(市立
稚内病院)
②出産への支援
・1回
・交通費補助単価：上記に同じ
・宿泊費補助単価：1泊5,000
円、5泊まで
※町内医療機関の受診、里帰り時
の受診は対象外

申請件数 件 0 0

妊産婦安心出産支援事業 福祉
課

ふれ
あい
係

H29 －

合計 0 0

道支出金

町外へ受診
する際の交
通費の助成
を行うこと
により、妊
娠期にかか
る費用負担
を軽減する
ことができ
た。

母子手帳交付時
や妊婦訪問等で
個別に説明し、
対象者への周知
を行い、申請漏
れがないように
個別に対応して
いる。

道の補助事業と
合わせ、実施を
継続していく。

0 11 15 15 国　庫
支出金

106 120 197

目標を達成
その他

地方債

212 240 394合計 0 0 0

106 120 197一般財源

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0合計 0 0 0 0 0

道支出金

0 0 0

国　庫
支出金

その他

地方債

4

合計 0 0 0

一般財源



【基本目標】若者が将来に希望のもてる環境への創造

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29)

1.19 1.80 ○子ども発達支援センター事業
・通所児童の増加及びそれに伴う指導員の増加により３町運営負担金が毎年増加。
・教育機関・医療機関・保健師との関わりも多く、児童に対する指導や関係機関との連携について積極的に
行っているが、発達支援センター自体には正職員が配置されておらず、責任を持って対応できる職員が現場
にいない。
→民間事業所に運営を委託し、指定事業所化することで事業所としての収益力を高め、職員を民間事業所の
正職員として雇用し、関係機関や保護者への対応を責任を持って行える体制を整備した。また、H31年度よ
り放課後等デイサービスは月～金まで週５回開所し児童・保護者の希望に応じ週に複数回通える体制とし
た。

○乳幼児等医療費助成事業
・助成範囲が中学生までのものを高校生まで拡大することを検討。
・今ある所得制限を撤廃を検討する。

○紙おむつ等ごみ指定袋支給事業
　回覧やホームページによる周知を行ったが、制度を知らないことから申請につながっていない方あり。

〇地域支え合いサロン管理経費
・利用者が増加しており、施設自体の広さが対応しきれていない。

○シェアリングエコノミー天塩モデル構築プロジェクト（ランサーズ）
今年度については、夕映コワーキングスペースの活用促進を行うため、減免措置により、受講生同士による
「自主勉強会（モヤモヤ解消会）」や相談会を実施してきた。0円から約250万円の外貨を稼ぐようになっ
たことは大きな成果であり、自走する体制は整ってきたといえる。31年度以後は、町としてどうサポートし
ていくか思案する必要がある。

2 総人口に占める20～49歳の女性の割合 ％ 12.9 15 13.06 13.09

３　働く親を支える子育て支援の充実、親子の心と身体を支える環境整備と子育てに係る経済的支援や遊び場の確保

１４）

122 335 426

週５回３～４時間
土曜日１日開設
送迎対応
対象：高校生まで

28 35 35 30

⑤ 放課後デイサービスの充実
週１回１時間
（土日開設なし）
対象：中学生まで

週５回３～４時間
土曜日１日開設
送迎対応
対象：高校生まで

62

実績値（H30) 見込値（H31)

1 合計特殊出生率 1.51 1.8 1.14 2.21 1.72

4

② 「みらくる」の利用者数

実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 臨床心理士・カウンセラー等の確保 人 ― 4 0

92 92 86 90

⑦ 紙おむつ用ゴミ袋支給人数 人 ― 250 ―

13.08 12.83 15.00

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27)

14 16 16 30

③ 認定こども園利用者数 人 ― 90 96

人 20 30 12

0 1 1

11 10 11 3

⑥ 保育所等訪問支援 人 ― 月２～３回 0

５） 地域支え合いサロン「みらくる」の整備

101 110 107 250

④ 健やか応援団加入人数 人 26 30 33

⑧ 在宅ワーカー数 人 ― 15 ―

0 0 0 3

６） 子ども発達支援センターの充実
７） 乳幼児等医療費制度の強化

２） 妊産婦を雇用する職場環境への支援
３） 妊婦、出産、育児期における酪農ヘルパー利用に対する支援
４） 臨床心理士、カウンセラー、作業療法士、言語聴覚士等の専門職の確保

31万 219万 247万 150万

１） 父親の育児休暇制度を設ける職場への支援

１７） 子育てしながら仕事を始めたい人への就労マッチングの提供（クラウドソーシングの活用）

⑨ 町内潜在ワーカーの平均所得の向上 円 ― １５０万 ―

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

１１） 多世代が集えるサロン開設
１２） 学童保育の充実、環境の改善
１３） 保育サービスの充実

８） ひとり親に対する支援の強化
９） オムツ用ゴミ袋の支給

１０） 安全なコミュニティ施設の開設

健やか応援団の体制整備
１５） 認定こども園の開設
１６） 教育、保育の利用者負担への支援

理由H30
実績

H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

身体に障害があるも
のの更正援護の相談
に応じ、必要な指導
を行福祉の増進に資
する。
また、知的障害相談
員は、本人又は保護
者等からの相談に応
じた必要な指導、助
言を行い、福祉の増
進を図る。

・身体障害者及び知的障害者に対
する相談員への報償費（謝礼）の
支払い。
・身体に障害があるものの更正援
護の相談に応じ、必要な指導を行
福祉の増進に資する。
・また、知的障害相談員は、本人
又は保護者等からの相談に応じた
必要な指導、助言を行い、福祉の
増進を図る。

相談件数 回 0 4

４） 障害者相談員事業 福祉
課

福祉
係

H24

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果

身近な地域
において相
談員を配置
することに
よって地域
住民と行政
との橋渡し
をすること
ができた。

道支出金

目標を概ね
達成

相談件数も前年
同であり、疑問
や悩みを抱えて
いる障害を持つ
方のニーズを支
えることができ
ている。

今後も身近な地域に
おいての相談員がい
ることの周知を図

り、障害を持つ方が
安心して相談できる
体制を整えていく。

3 3 3 5 国　庫
支出金

その他

地方債

51 51 51

５） 地域支え合いサロン管理経費 福祉
課

福祉
係

H24

町における、障害を
もつ者、障害児とそ
の家族、高齢者又は
育児に悩む子育て家
庭など様々な支援を
希望するものが集う
場所の管理。

合計 91 51 51

51 51 51 51一般財源 91 51

道支出金 198

利用人数は
年々増加し
ており、
ニーズは高
い。職員へ
の相談だけ
でなく利用
者間で支え
あう共助の
状況も見ら
れてきてい
る。

困りごとや不安
を抱えている方
が居場所として
利用し、相談支
援機関や行政と
の橋渡しの役割
を担っている。

利用者数の増加によ
り施設自体が手狭に
なってきており、年
齢層や活動内容に合
わせた部屋の利用が
難しい。
今後の町有施設の動
向も含めて検討する
必要がある

目標を達成

16 16 15 国　庫
支出金

地方債

394 430 482一般財源 309 340 197

その他

登録児童数 人 23 30 33 35

430 482

６） 子ども発達支援センター事業 福祉
課

福祉
係

H2

障害のある子ども、
発達につまづきのあ
る子どもや広く育児
支援を必要としてい
る家族へ、運動や言
葉、友達へのかかわ
りなど年齢や発達課
題に応じて療育支援
を行うための、中核
的施設として運営す
る。

年齢や発達課題に応じて児童・保
護者への個別療育指導、就学児童
は集団での活動を踏まえグループ
指導。保護者同士の情報交換等に
役立てている。子ども応援会議の
実施や、作業療法士などの専門職
の派遣による指導・助言の機会も
ある。運営は遠別町・幌延町とと
もに3町運営の形をとっている。

合計 309 340 395 394

障害者・児に対する相談支援を町
外業者に委託、支援を行ってい
る。

利用人数 人 5 7 10

道支出金
地域生活支援事

業費補助金
地域づくり総合

56 63 70 587 保健師との連携
や、センターの
保護者への相談
支援の取り組み
によって早期に
療育支援へつな
がり適切な関わ
りをすることが
できている。

地域の療育支援体制
を整備する中核機関
としての周知を図
り、保護者の相談支
援や地域における研
修会の開催、こども
園をはじめとした関
係機関との連携を深
め、提供サービスの
質を今以上に高めて
いく。

129 152

目標を達成

早期から療
育支援を実
施し、関わ
る人間が該
当児童へ適
切な関わり
をすること
で２次障害
を防ぐこと
ができる。

522 76

38 40 国　庫
支出金

地域生活支援事
業費補助金

地方債

2,357 1,529一般財源 608 917 1,658 2,771

10,109 12,275その他 負担金 4,433 5,952 8,168 11,597

14,032合計 5,097 6,932 9,896 14,955 13,117



Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 指標名

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

単位 H26
実績

事業達成度 事業効果 理由

5

７） 乳幼児等医療費助成事業 福祉
課

保険
係

S48 ―

町内に住民票がある
15歳までの子どもの
医療費を町が助成

H26
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

財源

道支出金 乳幼児等医療費助成事
業補助金 1,698 2,304 1,748

　15歳まで
の子どもの
医療費を助
成すること
で、子育て
世帯の経済
的負担を軽
減し、子育
てしやすい
環境が整え
れた。

　経済的負
担を軽減す
ることで、
子育てしや
すい環境を
整えること
ができたた
め。

　所得制限の撤
廃や18歳までの
助成拡大など助
成範囲を拡大す
ることで、さら
に子育てしやす
い環境を整備
し、少子化を食
い止める1つの要
素とする。

目的を達成

1,697 1,272 2,600

341 301 400 国　庫
支出金

地方債

7,254 0 0一般財源 6,146 7,865 6,204

5,733 5,900その他 繰入金

受給者数（親） 人数 29 36 31 28

7,005 8,500

８） ひとり親家庭等医療費助成事業 福祉
課

保険
係

S48

ひとり親家庭等の
親。子の医療費の一
部を天塩町が助成す
る。

保険外診療分以外が対象。子ども
は医療費自己負担分、母親または
父親は入院のみ助成

合計 7,844 10,169 7,952 8,951

保険外診療分以外の医療費自己負
担分を助成

受給者数 人数 144 385 354

道支出金 ひとり親家庭当医療費
事業補助金 165 218 67 345

　経済的負
担を軽減す
ることで、
子育てしや
すい環境を
整えること
ができたた
め。

　所得制限の撤
廃による助成範
囲を拡大するこ
とで、さらに子
育てしやすい環
境を整備し、少
子化を食い止め
る1つの要素とす
る。

受給者数（子） 人数 44 18 10 17 14 15

0

目的を達成

経済的弱い
立場となる
ことが多い
ひとり親家
庭等の経済
的負担を軽
減すること
で、子育て
しやすい環
境が整える
ことができ
た。

104 350

29 30 国　庫
支出金

地方債

106 350一般財源 166 438 80 404

69 0その他 諸収入 278 0 0 0

150 国　庫
支出金

件数 － － 101 110 107

700

９） 紙おむつ等ごみ指定袋支給事業 福祉
課

ふれ
あい
係

28 －

居宅で紙おむつを使
用しているもの及び
不要義務者の経済的
負担の軽減を図る。

天塩町に住民票を有する、3歳未
満、障碍者、要介護者であり、在
宅で生活しているものに対し、紙
おむつを使用している場合、指定
袋を支給。
対象者に対し、年間60枚を限度
として、ごみ袋（20L）を支給。

支給

合計 609 656 147 749 279

その他

おむつを使用してい
る方からの需要が高
く、引き続き継続し
ていく。

道支出金

目標を概ね
達成

出生数は減
少している
が、3歳未満
の乳幼児の
ほぼ全員に
対し支給す
ることがで
きた。

乳幼児に対して
は、こども園や
健診を通して声
かけを行い、申
請に繋がってい
る。高齢者に関
しては、新規対
象者に対し個別
に周知してお
り、必要に応じ
て申請に繋がっ
ていると思われ
る。216 216 192

地方債

168

168 216 216 192一般財源 0 0

仕事などで昼間保護
者のいない子どもた
ちを対象に、放課後
に健全に充実した生
活が送れるよう遊び
の指導や生活の指
導、安全管理などを
行う。

指導員の保育のもと、遊びと生活
の場を提供。年に３回、りようし
ている児童の保護者が話し合う保
護者会を開催している。

登録児童 人 34 39

12） 放課後児童保育事業 福祉
課

福祉
係

H3

合計 0 0

道支出金 子ども・子育て
支援交付金

1,552

共働き家庭
において本
事業は、大
変重要なも
のである。

児童に対
し、遊びと
生活の場の
提供は、重
要であるた
め。

事業を継続し、
時代に合わせた
取組も交えなが
ら取り組んでい
く必要がある。

1,300 1,306 1,432 1,432 1,43235 48 45 40 国　庫
支出金

子ども・子育て
支援交付金

1,306 1,414 1,432 1,432

目標を達成
278 279 281 316その他 諸収入 272 276

地方債

5,167 5,395 5,914

13） 地域子育て支援センター事業 福祉
課

保育
所

H17

子育て家庭等に対す
る育児不安等につい
ての相談指導及び地
域の保育需要に応
じ、町内の関係機
関・団体との連携を
図り、育児支援を行
う。

合計 4,604 4,532 4,934

2,044 2,042 2,250 2,734一般財源 2,780 2,956

50 道支出金 子ども・子育て
支援交付金

898
子育てを支
援すること
は、育児環
境の整備の
観点から重
要である。

育児不安の
解消に資す
るものであ
るため

事業を継続し、
時代に合わせた
取組も交えなが
ら取り組んでい
く必要がある。

あずかり保
育

50 32

866 898 420 220 629

目標を達成

420 220 629

8

1344 1946 1200
国　庫
支出金

子ども・子育て
支援交付金

地方債

426 220 1一般財源 3,481 2,424 244

0 0 0その他 諸収入 297 283

一時預かり 時間 - 19.5 3 2

660 1,259

14） 健やか親子21てしお応援団 福祉
課

福祉
係

H13

天塩町の全ての子ども
が健やかに育まれ、
又、心豊かに成長する
ことを願い、社会環境
の整備や各種支援活動
を目的とする。

一時預かりやこども園への送迎、
公共団体等の子育て活動に対する
子育てボランティア、毎月第3金
曜日に行う託児を行っている。

合計 3,778 3,573 2,048 1,266

・育児不安等についての相談指導
・子育てサークル等の育成・支援
・子育てに関する情報を収集し、
地域住民に対して広報誌等を通じ
て周知。

あいあいく
らぶ

人 2090 1714 1427

道支出金

社会環境の
整備に資す
るため

事業を継続し、
時代に合わせた
取組も交えなが
ら取り組んでい
く必要がある。

送迎 件 - - 60 182 267 60

目標を達成

少なからず
ニーズはあ
り、利用者
はいる。

12 20 国　庫
支出金

子育てボラ
ンティア

時間 - 0 21.5 23 4 22

11 15 地方債託児 回 - 11 11 11

100 100一般財源 100 100 100 100

その他

1,500人 0 94 96 92 86

100

15） 認定こども園運営費 福祉
課

保育
所

H28

保育所と幼稚園療法の
機能を併せ持った施設
で、保護者や家族の方
が就労、病気等の理由
により日中監護できな
い就学前のお子様を保
護者に代わって保育
士・また、3歳以上5歳
以下のお子様で保育を
必要としない場合は幼
稚園機能を選択でき
る。

保育所と幼稚園療法の機能を併せ
持った施設で、保護者や家族の方
が就労、病気等の理由により日中
監護できない就学前のお子様を保
護者に代わって保育士・また、3
歳以上5歳以下のお子様で保育を
必要としない場合は幼稚園機能を
選択できる。

利用者数

合計 100 100 100 100 100

761

保育料の無償化
により、ニーズ
は更に高まると
ころであるが、
施設整備を含
め、保育サービ
スの向上を目指
した取組をして
いく必要があ
る。

道支出金

目標を達成

認定こども
園になり、
より広い
ニーズへの
対応ができ
ようになっ
た。

幼稚園機能
を併せ持
ち、就労し
ていない家
庭も入園さ
せることが
できるよう
になったた
め。

27,658 27,576 27,280

25,677 27,573 27,576 14,077

90 国　庫
支出金

その他 使用料等 16,412 26,935

地方債

合計 24,689 27,846 25,677

85 13,203一般財源 6,016 911

6



理由H30
実績

H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

保育所等において保
育サービスを受ける
ためには、保護者が
保育の必要性の認定
を受け、その後、希
望する保育所と契約
する仕組みとなって
いる。

保育所等において保育サービスを
受けるためには、保護者が保育の
必要性の認定を受け、その後、希
望する保育所と契約する仕組みと
なっている。

認定数 件 - 96

16） 子ども・子育て支援給付事業 福祉
課

福祉
係

H27 ―

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果
施策 事業名 担当

課名
担当
係名

開始
年度

終了
年度

認定こども
園になり、
より広い
ニーズへの
対応ができ
ようになっ
た。

道支出金 子どものための教育・保
育給付費負担金 1,704

目標を達成

幼稚園機能
を併せ持
ち、就労し
ていない家
庭も入園さ
せることが
できるよう
になったた
め。

保育料の無償化
により、ニーズ
は更に高まると
ころであるが、
施設整備を含
め、保育サービ
スの向上を目指
した取組をして
いく必要があ
る。

3,408 3,527 4,460 4,529 4,79496 92 86 100 国　庫
支出金

子どものための教育・保
育給付費負担金

1,764 3,326 2,201 2,397

その他

地方債

66,997 72,608 66,083

17） シェアリングエコノミー天塩モデル
構築プロジェクト（ランサーズ）

総務
課

地方
創生
係

H28 H30

シェアリングエコノ
ミーの活用で、出産
を機に働くことを断
念していた女性など
を在宅ワークとして
掘り起こし、所得向
上、新たな働き方を
提供し、町を離れる
若者の流出を食い止
める。

合計 0 56,245 71,659

66,368 59,211 65,878 58,892一般財源 51,133

250 道支出金
3ヵ年の事業
により、受
講者が根付
き、自走す
る体制が
整った。

地域ディレ
クターや講
師なしで報
酬を得てい
ることか
ら、クラウ
ドソーシン
グが認知さ
れたと考え
るため。

受講者においてク
ラウドソーシング
が根付き、自走で
きる体制が整った
と考えられること
から、委託事業を
行わず、町単独で
のサポートが必要
となってくる。

所得額 万円 － － 31 219 247

- 6,000 3,090 2,250 0

目標を達成

10 11 10 国　庫
支出金

地方創生推
進交付金

-

地方債

3,090 2,250 270一般財源 - - 1,494

その他

利用者数 人 12 11 9 9

4,500 270

13） 雄信内へき地保育所経費 福祉
課

保育
所

S43

保育を必要とする児
童の福祉の増進を図
るため、雄信内へき
地保育所を設置

保育の必要性の認定を受けた児童
に対し行う。

合計 0 0 7,494 6,180

ICTでの仕事等の仲介を行う「ラ
ンサーズ」と提携し、出産を機に
働くことを断念していた女性など
の在宅ワークの掘り起こし、介護
の隙間時間を活用した在宅ワーク
による所得向上を目指す。

在宅ワーカー数 人 － － 11

道支出金
保育の必要
性がある幼
児に保育
サービスを
提供できて
いるため。

利用者の規模に
合わせ、施設の
改修を行ってい
く必要がある。

目標を達成

利用者に対
する保育
サービスを
行えてい
る。

12 8 国　庫
支出金

800

地方債

8,499 1,364一般財源 506 2,582 1,009

2,564その他 使用料等 1,000 3,277 2,724

3,928合計 2,306 2,582 3,277 3,733 8,499

国　庫
支出金

0 0 0

国庫
支出金

その他

地方債

合計 0 0 0

一般財源

国　庫
支出金

地方債

道支出金

一般財源

その他

0 0 0合計 0 0 0

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

国　庫
支出金

その他

地方債

7

0合計 0 0 0 0 0

一般財源



【基本目標】若者が将来に希望のもてる環境への創造

主要施策

実績値（H30) 見込値（H31)

1 合計特殊出生率 1.51 1.8 1.14 2.21 1.72

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29)

13.08 12.83 15.00

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27)

1.19 1.80 ○電子図書館の開設事業
町民にまだ情報が回りきっていないことや、高齢者のスマホ、タブレットの使用状況などの現状把握をした
上で検討する必要がある。

○天塩町スポーツ教育推進事業
プロスポーツ選手に実際指導いただきスポーツマンシップ教育を受けることは、児童生徒にとってとても貴
重な時間となっている。しかし、保護者や指導者についてもスポーツマンシップに感して学び、考える機会
を設定していきたい。

○シェアリングエコノミー天塩モデル構築プロジェクト（セカクル）
30年度で3回目の開催となったところであるが、参加者の確保に苦慮しているところにある。アンケート結
果によると、参加生徒からは、「英語の楽しさを学ぶことができた」「また参加したい」などの声があるな
ど、参加した生徒にとっては好評な状況である。参加する動機付けを確保するために、学校として呼びかけ
しやすい日程の確保と、学校現場との連携が重要になると考えられる。

○情報通信技術広域連携推進事業（Pepper導入）
2年目となった30年度は、東京で開催される成果発表会に参加するための予選をクリアすることができず、
予選落ちとなってしまった。現在、小学6年生、中学2年生がPepperの授業を行っているところであるが、
結局のところ継続してPepperを使った授業を受けることができていないため、他自治体の学校との差は開く
一方である。カリキュラム上、致し方ない部分もあると考えられるが、最終年度となる31年度については、
学校全体でPepperを扱える環境に仕上げることによって、児童生徒の得るものが大きくなると考える。

○シェアリングエコノミー天塩モデル構築プロジェクト（筑波大との高大連携事業）
30年度においては、8月・2月の2回来訪され、中高生に対するワークショップのみならず、ライドシェアの
普及に向けた研究を行うなど、地域課題が山積する当町にとって大きい取組であったと考えられる。31年度
においても、8月に来訪される予定があることから、大学との協働により、地域課題解決に向けた取組が推進
する必要がある。

2 総人口に占める20～49歳の女性の割合 ％ 12.9 15 13.06 13.09

４　子どもたちの学力と体力の向上及び道立天塩高等学校の魅力を発信

全道平均並 全道平均並 全道平均並 全道クラス上位

② 全国学力テスト ― 全道クラス上位 全道平均並

実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 全国体力テスト ― 全道クラス上位 全道平均並

１学年２間口 １学年２間口 １学年２間口 １学年２間口

全道平均並 全道平均並 全道平均並 全道クラス上位

③ 天塩高等学校の存続 １学年２間口 １学年２間口 １学年２間口

５） 天塩高等学校生に係る支援の充実
６） 下宿等の確保
７） 天塩高等学校の魅力の発信

２） サポート学習の充実
３） 小中学生に係る支援の充実
４） 運動能力を高める指導員の育成

１） 小中高生のまちづくりの参加奨励

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

１１） 英語教育の充実

８） 天塩高等学校への昼食の提供による学生の確保
９） 電子図書館の開設

１０） 人型ロボット「Pepper」を活用したプログラミング教育の実施

理由H30
実績

H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

長期休暇期間におい
て、補充的な学習サ
ポートの充実を図る
ことを目的とし、
「学習サポート教
室」を実施する。

夏休み：天塩小・啓徳小・天塩中
冬休み：天塩小・天塩中

3～5日間開催。
学校サポーター派遣事業を活用
し、高校生・大学生の派遣いただ
いている。

実施回数 回 2 2

２） 小学校学習サポート推進委員会補助
教育
委員
会

学校
教育
係

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果

教育環境を
整備すると
いう観点か
らは、本事
業の効果は
あった。

道支出金

目標を達成

学習機会の
提供をして
いるため、
学力向上に
繋がること
が見込まれ
るため。

全国学力テスト
などの数値が分
かるもので、学
力の向上に繋げ
ていく必要があ
る。

2 2 2 2 国　庫
支出金

その他

地方債

650 650 650

11） 小学校英語指導助手配置事業
教育
委員
会

学校
教育
係

国際化の発展と諸外
国との信頼関係を増
進し、外国語教育の
充実を図り、地域レ
ベルでの国際交流の
発展と国際理解に関
する学習の一環とし
て外国語会話等を取
り入れており、日本
語以外の言語を勉強
し、身につけていく
こと。

合計 650 650 650

650 650 650 650一般財源 650 650

道支出金 ALTによる
ネイティブ
な英語に
よって、英
語を聞く力
を養うこと
ができてい
る。

ALTによる
ネイティブ
な英語を聞
ける機会を
提供してい
るため

小学校におい
て、英語教育が
科目化されるな
かで、ALTによ
る取組は、今後
も充実させてい
く必要がある

目標を達成

1 1 1 国　庫
支出金

地方債

291 291 291一般財源 105 105 291

その他

指導者数 人 1 1 1 1

291 291

11） 中学校英語指導助手手配事業
教育
委員
会

学校
教育
係

国際化の発展と諸外
国との信頼関係を増
進し、外国語教育の
充実を図り、地域レ
ベルでの国際交流の
発展と国際理解に関
する学習の一環とし
て外国語会話等を取
り入れており、日本
語以外の言語を勉強
し、身につけていく
こと。

ケン・マンゼル氏を英語指導助手
として招き、外国語会話の時間に
おいて、ネイティブな英語を聞く
機会を設け、聞く力を養い、学習
活動につなげている。

合計 105 105 291 291

ケン・マンゼル氏を英語指導助手
として招き、外国語会話の時間に
おいて、小学校部では英語に関す
る基礎・基本を学ぶ際にネイティ
ブな英語を聞く機会を設け、聞く
力を養い、学習活動につなげてい
る。

指導者数 人 1 1 1

道支出金
ALTによる
ネイティブ
な英語を聞
ける機会を
提供してい
るため

今後のグローバ
ル社会を見据え
ると、英語能力
は必須能力とな
る可能性がある
ため。英語を学
ぶ環境の充実を
図る必要があ
る。

目標を達成

ALTによる
ネイティブ
な英語に
よって、英
語を聞く力
を養うこと
ができてい
る。

1 1 国　庫
支出金

地方債

448 448一般財源 734 734 448 448

その他

448合計 734 734 448 448 448
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Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 指標名

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

単位 H26
実績

事業達成度 事業効果 理由

２） 地域おこし協力隊活動経費 総務
課

企画
広報
係

24 ―

人口減少や高齢化が
進む本町において、
地域の活力を維持す
るために人材の確保
が重要であり、地域
外の人材を積極的に
誘致、定住、定着を
図り、地域おこし協
力隊を設置する。

H26
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

財源

道支出金

外部人材の登
用により事業
の幅を広げ、
公認インスタ
グラマーや
マードック大
学学生受入な
ど他事業の効
果拡大が図ら
れた

2名の協力隊
が個人事業
主として事
業展開して
いたため

引き続き個々の
協力隊のスキル
を活かした活動
を行い、定住へ
のサポートを行
う

目標を達成
840

4 5 5 国　庫
支出金

地方債

13,101 14,072 20,682一般財源 15,220 11,339 10,767

930 965 1,532その他 諸収入 1,161 862

1年生 件 － － 25 31

15,037 22,214

３） 小学校教育支援事業
教育
委員
会

学校
教育
係

28

子育て支援の一環と
して、小学校入学時
及び学年により必要
となる教材等の購入
費用を町が負担。保
護者の金銭的負担を
減らし、他の教育教
材の購入に充てても
らうとともに、地元
業者から購入するこ
とで、商店の活性化
につながる。

小学１年　鍵盤ハーモニカ
小学３年　ソプラノリコーダー
小学４年　書道セット

新学期開始時に対象児童へ配布。

合計 16,381 12,201 11,607 14,031

・学校教育サポート
・特産品開発及びリブランディン
グ、販路拡大
・地域活性化支援

協力隊数 人 5 4 3

道支出金

23 25

金銭負担の
軽減から、
他の教育教
材の購入に
繋がるとは
考え難いた
め。

給付事業には、
金銭負担の軽減
からニーズはあ
るが、目的・事
業評価を図った
うえで進める必
要があるため、
継続有無の検証
を行う必要があ
る。

3年生 件 － － 24 28 23 25

目標を概ね
達成

金銭負担の
軽減に繋
がっている
とは考えら
れるが、他
の教育教材
の購入に繋
がっている
とは言い難
い。

25 25 国　庫
支出金

地方債4年生 件 － － 24 27

291 350一般財源 － － 297 360

その他

25 国　庫
支出金

件 － － 24 28 22

350

３） 中学校新入学生徒教育支援事業
教育
委員
会

学校
教育
係

28

子育て支援の一環と
して、小学校入学時
及び学年により必要
となる教材等の購入
費用を町が負担。保
護者の金銭的負担を
減らし、他の教育教
材の購入に充てても
らうとともに、地元
業者から購入するこ
とで、商店の活性化
につながる。

体操着（ジャージ上下・ハーフパ
ンツ）のセットを1回を限度とし
て支給。

件数

合計 0 0 297 360 291

その他

給付事業には、
金銭負担の軽減
からニーズはあ
るが、目的・事
業評価を図った
うえで進める必
要があるため、
継続有無の検証
を行う必要があ
る。

道支出金

目標を概ね
達成

金銭負担の
軽減に繋
がっている
とは考えら
れるが、他
の教育教材
の購入に繋
がっている
とは言い難
い。

金銭負担の
軽減から、
他の教育教
材の購入に
繋がるとは
考え難いた
め。

414 326 385

地方債

406

406 414 326 385一般財源 － －

児童への学習面・生
活面において、子の
持つ力を育成しなが
ら人間形成を図り、
義務教育段階で身に
つけなければならな
い学力・体力など学
校教育の全般にわた
る学習活動を通じ、
支援・助言を行う。

普通学級・特別支援学級への担任
教諭と支援員との2人体制での学
級運営に携わる。
支援を必要とする児童生徒に対す
る支援・助言を行う。

支援員数 人 2 2

２） 小学校教育支援員設置経費
教育
委員
会

学校
教育
係

- -

合計 0 0

道支出金 教員のサ
ポートとし
て授業に入
ることで、
学習活動に
対する環境
整備が図ら
れている。

2人体制での
学級運営を
行えるた
め、サポー
トのない場
合より、広
く教育する
機会を提供
できている
ため

教育環境の整備
は図れているこ
とから、より学
習面・生活面に
おける指導を充
実してもらうよ
う取組を進め
る。

2 3 3 3 国　庫
支出金

目標を達成
474 780 567 865その他 諸収入 473 481

地方債

5,672 4,380 6,906

２） 中学校教育支援員設置事業
教育
委員
会

学校
教育
係

- -

生徒への学習面・生
活面において、子の
持つ力を育成しなが
ら人間形成を図り、
義務教育段階で身に
つけなければならな
い学力・体力など学
校教育の全般にわた
る学習活動を通じ、
支援・助言を行う。

合計 3,769 3,885 3,554

3,080 4,892 3,813 6,041一般財源 3,296 3,404

道支出金 教員のサ
ポートとし
て授業に入
ることで、
学習活動に
対する環境
整備が図ら
れている。

2人体制での
学級運営を
行えるた
め、サポー
トのない場
合より、広
く教育する
機会を提供
できている
ため

教育環境の整備
は図れているこ
とから、より学
習面・生活面に
おける指導を充
実してもらうよ
う取組を進め
る。

目標を達成
237

1 1 1 国　庫
支出金

地方債

1,977 1,587 1,958一般財源 1,730 1,705 1,856

314 276 294その他 諸収入 250 249

団体数 団体 5 5 5 5

1,863 2,252

３） 天塩中学校体育文化連盟補助金
教育
委員
会

学校
教育
係

中学校体育文化連盟
大会事業にかかる遠
征費等の助成を行
う。

中体連にかかる補助金を支出し、
生徒の費用負担を減らす。

合計 1,980 1,954 2,093 2,291

普通学級・特別支援学級への担任
教諭と支援員との2人体制での学
級運営に携わる。
支援を必要とする児童生徒に対す
る支援・助言を行う。

支援員数 人 1 1 1

道支出金
補助金によ
り、保護者
の費用負担
が減ってい
るため

本補助金によ
り、部活動の活
性化を行い、大
会成績の向上に
つなげていく。

目標を達成

本補助金に
より、遠征
にかかる負
担軽減に繋
がってい
る。

5 5 国　庫
支出金

地方債

3,126 2,446一般財源 2,020 2,810 2,589 3,425

その他

地方創生推
進交付金

1,174人 － － 0 100 192

2,446

９）
シェアリングエコノミー天塩モデル
構築プロジェクト
（オーバードライブ）

総務
課

教育
委員
会

地方
創生
係

生涯
学習
係

28 ―

他の電子図書館に比
べ、洋書が豊富である
OverDrive電子図書館
を導入し、リードアロ
ング機能（朗読機能）
を活かした、幼少期か
らの英語教育、またICT
を活用してどこからで
もアクセスすることが
できるため、住民サー
ビスの拡充に繋げる。

電子図書館の導入をし、英語図書
の読み聞かせ会等を実施すること
により、幼少期から英語に触れ合
うことができる機会を作る。

登録者数

合計 2,020 2,810 2,589 3,425 3,126

今後は、もっと沢
山の町民の方々に
利活用していただ
くために、周知方
法等の検討や情報
提供をしていく事
が必要である。

道支出金

1,475 32

目標を概ね
達成

電子図書シス
テムの導入に
よりネイティ
ブな発音で英
語を聞くこと
ができること
や、いつどこ
ででも読書が
できる環境が
構築された。

電子図書フェ
スティバルの
開催や幼児向
けに電子図書
における読み
聞かせの実施
など保護者に
おいて高評価
を得ている。

2,950 64 1,152

1,100

250 国　庫
支出金

その他

地方債

合計 0 0 2,349

1,175 1,475 32 52一般財源
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理由H30
実績

H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

天塩町発グローバル
人材の育成を目的と
して、ワークショッ
プを開催。

早稲田大学国際教養学部の学生で
結成された団体「セカクル」協力
によるグローバルな視点から見た
食開発についてのワークショップ
を開催。

参加者数 人 － －

11） 天塩國眠れる食資源活用プロジェク
ト（セカクル）

総務
課

地方
創生
係

28 28

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果
施策 事業名 担当

課名
担当
係名

開始
年度

終了
年度

道支出金

73 － － － 国　庫
支出金

その他

地方債

0 0 0

11）
シェアリングエコノミー天塩モデル
構築プロジェクト
（セカクル）

総務
課

教育
委員
会

地方
創生
係

学校
教育
係

29 ―

天塩町発グローバル
人材の育成を目的と
して、ワークショッ
プを開催。

合計 0 0 0

一般財源

道支出金

今年度で3回
目の開催とな
り、3回連続
で参加する生
徒もいること
から、事業が
認知されてお
り、英語学習
へのモチベー
ション向上が
あった。

アンケート結果
を見ても、大学
生が英語を話し
ている姿を見
て、「かっこい
い」「早稲田に
行きたい」との
声が上がってお
り、ワーク
ショップを行っ
た成果があった
と考えられるた
め。

今年度については、
例年と違い夏休み中
の開催を試みたとこ
ろであるが、参加者
の増には繋がらな
かった。参加した生
徒からは参加してよ
かったとの声が多い
ため、参加者を集め
るために、行事の少
ない秋に開催するな
ど、日程を協議して
いく必要がある。

－ － 489 141 －

目標を概ね
達成

22 17 30 国　庫
支出金

地方創生推
進交付金

－

地方債

489 193 1,500一般財源 － － －

その他

導入校数 校 － － 0 3

334 1,500

10） 情報通信技術広域連携推進事業
（Pepper導入）

総務
課

総務
係

28 31

小中学生を対象にICT
を活用したプログラ
ミング教育を実施、
将来に向けた人材育
成を行う。過疎地こ
そICTを活用し、情報
格差を生じさせない
よう、最先端技術を
用いる。

論理的思考が身につき、人型ロ
ボットPepperを活用し、しゃべ
る、手を動かす、音声を認識する
など、想像力や協調性、問題解決
に向かう粘り強さなどを身につけ
ることができる。Pepperと親し
みを持って事業に取り組むことが
できるため、飽きることなく授業
を行える。

合計 0 0 0 978

早稲田大学国際教養学部の学生で
結成された団体「セカクル」協力
によるグローバルな視点から見た
観光についてのワークショップを
開催。

参加者数 人 － － －

道支出金 地域づくり
総合交付金

－ － － 600

全国的にも導入
自治体が少な
く、初年度は混
乱を招いたが、
2年目となり、
学校にも認知さ
れたことによ
り、多少スムー
ズな導入・サ
ポートができた
と考えるため。

2020年のプログラ
ミング教育の必修化
になることにより、
本町における事例
は、他市町村に比

べ、先進的であると
いえる。3年目は最
終年度となることか
ら、Pepper事業の
ビジョンを思案する

必要がある。

目標を達成

NPOえんお
このICT支援
員によるサ
ポートによ
り、学校教
諭の負担軽
減と、児童
生徒に対す
る学習効果
の増進が
あった。

0 600

3 3 国　庫
支出金

地方債

670 664一般財源 － － 114 717

その他

人 76 91 81 82 72

1,264

５） 天塩高校通学費助成事業 住民
課

住民
振興
係

2

天塩高校にバスで通
学する生徒に対する
定期運賃及び下宿等
をする場合の補助

対象者
天塩高校にバス・JRで通学する
初山別、遠別、豊富、幌延などの
生徒及び同様に町外から天塩高校
に通学生徒で町長が認めた下宿等
をするもの。
町の区域内に住所を有し、沿岸バ
ス、JRを利用するもの
定期券を購入して通学する高校
生・もしくは下宿等をするもの

実績数

合計 0 0 114 1,317 670

人口減少が広が
り、助成を続け
ても生徒を集め
られない状況が
見込まれること
から、助成事業
の事業効果を
図っていく必要
がある。

道支出金

目標を達成

約半数の生
徒が助成事
業を利用し
ていること
から、進学
を促すうえ
での動機付
けとなって
いる。

二間口維持
となってお
り、役半数
の生徒が利
用している
ことから。

23,101 20,378 14,970

72 国　庫
支出金

その他

18,400 17,900 20,300 14,900地方債 過疎債 15,000 16,400

合計 15,937 23,314 24,317

5,917 5,201 78 70一般財源 937 6,914

目標を達成

二間口維持
となってい
ることか
ら、事業効
果はあると
いえる。

二間口維持
となってい
るため

人口減少が広が
り、本事業対象
者も好くなって
いることから、
事業効果を検証
し、継続するか
の判断が必要で
ある。

入学生徒数 人 52 53 41 52

11 12 11 10 国　庫
支出金

利用者数 人 16 12

12,800 13,800 15,200 16,700地方債 過疎債 12,000 12,400

40 41 道支出金

一般財源 420 20

その他

51 50

13,800 15,200 16,786

５） 天塩高等学校振興会補助金 総務
課

総務
係

22

学力向上対策・環境
整備事業、体育文化
等活動に対し補助金
を交付することに
よって、地域教育の
充実発展を図ること

合計 12,420 12,420 12,830

天塩町が展開する施
策の一つとして、高
校の各学年二間口の
維持と高校存続のた
め

中川町から天塩高校への通学用車
両の運行委託により、通学する生
徒の移動手段である生活交通機関
の安定的な供給をし、町外への生
徒流出に歯止めをかけ、各家庭に
おける金銭的負担の軽減によって
高校の存続維持を目指す。

５） 天塩高校通学対策事業
教育
委員
会

学校
教育
係

23

70 道支出金

30 86

補助金によ
り、町とし
ての責務で
ある教育環
境の整備が
図れてい
る。

検定受験、
模擬試験の
受験に繋
がっている
ため

教育環境の整備
は行っているた
め、偏差値や進
学・就職状況な
どの見えるもの
で成果が現れる
ようにしていく
必要がある。

検定受験 人 105 91 71 103 65

目標を達成

144 144 140 国　庫
支出金

入学生徒数 人

164 145

模擬試験受験 人 5,000 5,000 4,500 5,000 4,300 4,70047 48 37 40 地方債 過疎債

720 5,016 7702 一般財源 820 373 520国立大学進学 人 2 1 2 1 1

40 41 その他52 53 41 52

利用回数 人 0 0 61 74

9,316 5,470

５） 天塩高等学校部活動遠征費補助金 総務
課

総務
係

28

部活動遠征に係る経
費に対し、補助金を
交付することによっ
て、保護者負担の軽
減を図るとともに生
徒の人間形成の機会
として意義のある部
活動の円滑な運営と
振興を図る。

部活動遠征に係る経費の補助

合計 5,820 5,373 5,020 5,720

学力向上対策・環境整備事業に対
する補助。体育文化活動に対する
補助

生徒数 人 161

道支出金 遠征費用負
担は大き
く、この助
成が保護者
負担軽減に
繋がってい
ると推測で
きるため。

本補助金が成果
に繋がっている
部分もあるが、
ただの遠征補助
のみとなってい
る部分が散見さ
れているため、
全国大会出場な
ど明確な成果に
つなげていく必
要がある。

利用者数（延べ） 人 0 0 1100 1106 759 800

目標を達成

遠征に対す
る保護者負
担の軽減が
多くある。

55 60 国　庫
支出金

その他

地方債

10

6,000合計 0 0 10,000 10,000 8,777

8,777 6,000一般財源 0 0 10,000 10,000



合計 0 0 0 0 0 0

その他

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

合計 0 0 0 0 0 0

その他

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

合計 0 0 0 0 0 0

その他

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

合計 0 0 0 0 0 0

その他

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

合計 0 0 0 0 0 0

その他

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

一般財源 － － － 80 776 200

合計 0 0 0 160 1,416 200

地方債

その他

地方創生推
進交付金

－ － － 80 640

目標を大き
く上回って
達成した。

中高生と大
学生との交
流により、
勉強に対す
るモチベー
ション向上
に繋がった
と考えられ
る。

社会工学分野
で最先端を走
る筑波大生と
の交流は、身
近に大学生が
いない地域に
あって、有益
な経験である
と考えられる
ため。

中高生とのワーク
ショップととも

に、地域課題解決
に向けた研究も実
施していることか
ら、今後も事業を
通す中で、関係性
を密にしていく。

道支出金

合計 0 0 0 3,490 4,070 0

７）
シェアリングエコノミー天塩モデル
構築プロジェクト
（筑波大との高大連携事業）

総務
課

地方
創生
係

H29

高校と大学の連携事
業として実施する。
筑波大学生を招き、
動画コンテンツ作成
に知見のある
Youtuberによる高校
のPR動画、商店街活
性化の動画作成す
る。

○内容
大学教授によるプレゼン
大学生によるプレゼン
グループワーク
フィールドワーク
PR動画撮影

参加者数 人 － － － 8 62 30 国　庫
支出金

その他 繰入金 － － － 2,470 0

一般財源 － － － 1,990 0 0

今後は、どのよう
な目的でアスリー
トを選定するか、
効果をどう高める
か等、内容の検討
が必要な他に。沢
山の保護者にもス
ポーツマンシップ
教育を理解し学ん
でいただけるよう
検討する必要があ
る。

総参加者 人 － － － 250 150 250 道支出金 地域づくり
総合交付金

－ － － 1,500 1,600 0

地方債

事業効果 理由

４） 天塩町スポーツ教育推進事業
教育
委員
会

生涯
ス
ポー
ツ係

H29

アスリートによるスポーツ
体験イベントやスポーツマ
ンシップ教育事業の実施、
都市部と過疎地域の指導機
会の是正を図るため、ＩＣ
Ｔを活用した部活動支援に
よる子どもたちや指導者へ
の技術支援を実施し、ス
ポーツを通じた健康で健全
な子どもたちの育成を図
る。

○ICT部活動支援
ICTを活用し、動画を町外の指導
者に提供、指導してもらう。
○スポーツマンシップチャレンジ
アスリート・専任講師を招き、ス
ポーツ体験教室・トークショー
（プレゼン等）をつうじて、ス
ポーツマンシップについて学んで
もらう。

体験会参加
者

人 － － － 96 66 100 国　庫
支出金

目標を概ね
達成

トップアス
リートから
直接指導を
受ける機会
や、スポー
ツマンシッ
プを学ぶ貴
重な体験事
業となって
いる。

参加者からの
アンケート結
果についても
全ての参加者
が満足してい
る他、「違っ
た種目も見て
みたい」等の
好奇心を高め
る事にもつな
がっている。

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 指標名 単位 H26

実績
H27
実績

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度

11



【基本目標】産業の掘り起こしと未来への創出

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 農家戸数 戸 120 103 96 89 82 82 103 ○天塩町農業支援センター推進事業
　農家への細かな要望にこたえる実施機関として設立から2年経過し、農家の法人化や規模拡大等の支援を行
うなど支援の幅は増え、農家からの相談も増えてきている。

○新規就農者等誘致促進事業
　新規就農者にとって、まだ経営が軌道に乗れていない時期の貴重な支援になっている。

○北海道青年就農給付金事業
　新規就農者にとって、まだ経営が軌道に乗れていない時期の貴重な支援になっている。

2 生乳生産量 トン 40,000 15 38,080 37,999

0 2 0 2

② 新規就農者数 人 1 1 0

実績値（H28) 実績値（H29)

32,133 34,483 50,000

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 農業後継者数 人 0 2 0

１　天塩町農業支援センターの設置と農業支援システムの構築と推進

0 0 2 1

1 0 0 1

③ 農業生産法人の設立 件 0 1 0

１） 天塩町農業支援センターの整備と業務体制の推進

５） 農業経営の農業生産法人化への推進

２） 天塩町農業支援システムの構築
３） 新規就農制度の拡充と援助
４） 組織連携による人材活用、農業機械の有効活用システムの構築

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

農業に関す
る関係機関
との連携強
化や生産者
の相談窓口
としての機
能が果たさ
れている

道支出金

目標を達成
331 239 230 61

3,270 3,782 3,742 2,222ー 423

農業に関する関係機
関との連携強化や生
産者の相談窓口とし
て、農業の生産拡大
や担い手確保など、
本町農業の健全な発
展に寄与すること。

・農業の生産性の向上・及び所得
拡大に係る事業
・担い手への支援活動の強化
・各種協議会の機能強化や関係機
関との連携強化
・生産者への相談対応や情報提供
並びに技術指導
・国などへの政策提案

後継者数 人 － 0

１） 天塩町農業支援センター推進事業
農林
水産
課

農業
支援
セン
ター

27

大型法人の設立
や農業施設の新
規建設にともな
う支援を行うこ
とが出来、無事
現在稼働してい
るため

引き続き農業者の相
談窓口として機能を
維持

0 2 0 2 国　庫
支出金

地方債

その他 諸収入 ー ー

一般財源

国　庫
支出金

4,021 3,972 2,283

３） 新規就農者等誘致促進事業
農林
水産
課

農業
支援
セン
ター

21

天塩町において新た
に農業を営もうとす
る新規就農者等を誘
致促進し、担い手の
確保を図るため、当
該新規就農者等に対
して必要な支援を行
い、農業の振興と地
域活性化に資するこ
と。

合計 0 423 3,601

3,0001

新規就農者
への支援策
として効果
が見られた

経営について、
以前に比べ安定
した収入が得ら
れるようになっ
てきており、後
押しとしての効
果がみられた。

引き続き新規就農者
の支援を維持

補助利用者 人 2 1 2 1 1

目標を達成

0 0 1

道支出金

地方債

その他

140 150 150一般財源 762 6,522 605

150 150合計 762 6,522 3,605 140

経営安定支援補助金
①営農開始時の農地・農業施設の
賃借料・年間相当額以内で、賃貸
借開始から5年間を限度に補助
②営農開始時の農用地・農用地・
農業施設の所得に係る固定資産
税・相当額以内で賦課年から5年
間を限度に補助。

新規就農者 人 1 0 1

給付件数 件数 3 1 2 2

4,500

1 2

地方債

道支出金

３） 農業次世代人材投資事業給付金
（北海道青年就農給付金事業）

農林
水産
課

農業
支援
セン
ター

24

経営リスクを負う新
規就農者の経営が軌
道に乗るまでの間
（就農開始から5年
間）国からの補助金
を全額交付する。

　新規就農者の経営が軌道に乗る
までの間、国（道）からの補助金
を支出する。

目標を達成

新規就農者
への支援策
として効果
が見られた

1,500 3,0001,500 3,0003,000北海道青年就農給付事
業補助金

国　庫
支出金

その他

12

一般財源

3,000合計 4,500 1,500 3,000 3,000 1,500

経営について、
以前に比べ安定
した収入が得ら
れるようになっ
てきており、後
押しとしての効
果がみられた。

国の制度ではある
が、引き続き新規就
農者の支援を維持



【基本目標】産業の掘り起こしと未来への創出

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 農家戸数 戸 120 103 96 89 82 82 103 ○パンケ沼底質改善（覆砂）事業補助金
　平成29年度をもって第1期目の覆砂試験事業が完了となった。しじみの初期着底(生存)率の向上が確認で
きたが、着底後の生存・成長については引き続き観測が必要である。しかしながら、一定の効果が得られた
ことは確かであり、漁業者から事業継続の要望を受け、次期事業実施に向け、環境省等の許可権者と協議を
実施。許可の見込みが出たことから、現在、漁協による申請手続きに対して指導・支援を行っている。

2 生乳生産量 トン 40,000 15 38,080 37,999

98 153 157 160

実績値（H28) 実績値（H29)

32,133 34,483 50,000

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① シジミ資源量 トン 94 200 141

２　漁業の資源回復と担い手対策の推進

１） 覆砂事業の継続
２） パンケ沼の水質環境改善対策
３） シジミ種苗施設等の整備
４） 担い手（後継者）対策の推進

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

モニタリン
グ調査を実
施。シジミ
稚貝増大を
確認。

道支出金

目標を達成
08,700 19,238

1,888 17 2,886 02,215 2,424

パンケ沼におけるし
じみ資源回復のた
め、砂を散布し、そ
れによる底質改善効
果を検証する。

覆砂：専用船により、砂を散布。
全額補助
モニタリング調査：覆砂の効果調
査及び環境への影響調査2/3補助

しじみ資源 トン 94 141

１） パンケ沼底質改善（覆砂）事業
農林
水産
課

水産
林政
係

20

シジミ資源
の一部回復
を確認出来
たため。

次期事業実施に
向けて許可申請
手続き中。

98 153 157 160 国　庫
支出金

地方債 過疎債 15,000 16,500

その他

一般財源

国　庫
支出金

19,255 2,886 0

２） シジミ資源保護対策事業
農林
水産
課

水産
林政
係

20

しじみ資源回復のた
め、諸会議等を開
催・参加する。

合計 17,215 18,924 10,588

0
次期事業認
可のための
協議等を実
施。許可の
見込を得
る。

次期事業の
許可見込を
得たため。

次期事業実施に向け
て許可申請手続きの
実施、関係機関との
協議等、漁協への指
導支援を継続。

目標を達成

0 0 0

153 157 160

道支出金 0 0

地方債

その他

225 62 346一般財源 196 301 240

62 346合計 196 301 240 225

しじみ資源回復にかかる諸会議等
にかかる経費等

しじみ資源 トン 94 141 98

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他

13

一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】隠れた地域資源の活用への創発

主要施策

　　

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 起業数 件 ― 1 0 1 1 1 1 これまで、協力隊に対し、役場業務の一端を担ってもらい地域との交流により、定住推進を図ってきたが、
H29年度から個人が持つ経験やスキルに応じた取組みを、協力隊自身で見つけてもらい、任期中に地域に根
ざした柔軟な活動の支援として実施した。今後、協力隊が単に定住に向けた支援だけではなく、起業を含め
たサポート体制を構築する必要がある。

2

0 0 0 1

実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 起業創業セミナーの開催 回 ― 1 0

１　企業を支援する体制づくりの構築

１） 起業支援セクションの創出
２） 起業創業セミナー等の開催
３） 起業を応援するための情報の発信
４） 地域おこし協力隊の活用強化

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

外部人材の
登用により
事業の幅を
広げ、公認
インスタグ
ラマーや
マードック
大学学生受
入など他事
業の効果拡
大が図られ
た

道支出金

目標を達成
840 930 965 1,532

10,767 13,101 14,072 20,68215,220 11,339

人口減少や高齢化が
進む本町において、
地域の活力を維持す
るために人材の確保
が重要であり、地域
外の人材を積極的に
誘致、定住、定着を
図り、地域おこし協
力隊を設置する。

・学校教育サポート
・特産品開発及びリブランディン
グ、販路拡大
・地域活性化支援

協力隊数 人 5 4

４） 地域おこし協力隊活動経費
（再掲）

総務
課

企画
広報
係

24

2名の協力隊
が個人事業
主として事
業展開して
いたため

引き続き個々の
協力隊のスキル
を活かした活動
を行い、定住へ
のサポートを行
う

3 4 5 5 国　庫
支出金

地方債

その他 諸収入 1,161 862

一般財源

国　庫
支出金

14,031 15,037 22,214

１） 地域おこし協力隊起業支援事業補助
金

総務
課

企画
広報
係

28

地域おこし協力隊の
本町での起業を促進
するために補助金を
交付する。

合計 16,381 12,201 11,607

退任後の定
住化の促
進、並びに
町内経済活
性化に繋が
る

H30年度退
任の協力隊
が個人事業
主として起
業してお
り、次年度
法人格取得
を目指して
いる

H31年度におい
て2名の協力隊が
起業予定

目標を達成

0 1 2

道支出金

地方債

その他

0 0 2,000一般財源 0 0 1,000

0 2,000合計 0 0 1,000 0

○補助対象経費
・設備費、備品費、土地、建物賃
借費
・法人登記に要する経費
・知的財産登録に要する経費
・マーケティングに要する経費
・技術指導受け入れに要する経費

起業セミナー 件 － － 1

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他

14

一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】隠れた地域資源の活用への創発

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 起業数 件 ― 1 0 1 1 1 1 ○天塩ハローシール会ポイント事業補助金
町が主催、又は普及。・促進する事業への参加促進が図られている。行政ポイントを付与することにより、
町内商工業の振興が図られている。
実績が昨年より下回った要因の一つとして、北海道胆振東部地震の影響により実施できなかった事業があっ
た。

2

448 437 263 450

実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① ポイントカード発行枚数 枚 ― 450 ―

2　地域事業参加によるお買い物ポイント制度の創設

１） ハローシール行政支援ポイントの創設

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

ポイント付与
数が前年より
下回ってはい
るが、効果は
あったと考え
られる。（北
海道胆振東部
地震により中
止となった事
業有）

道支出金

目標を概ね
達成

329 277 263 350― ―

町内の地域振興の活
性化に資することを
目的として実施。

町が主催し、又は普及、促進する
事業への参加者に対して、天塩は
ローシール会が発行するハローポ
イントカードにポイントを付与す
る。

発行数 枚 － －

１） 天塩ハローシール会ポイント事業補
助金

商工
観光
課

商工
労働
係

28

町が主催、又
は普及・促進
する事業への
参加促進が図
られている。
行政ポイント
を付与するこ
とにより町内
商工業の振興
が図られてい
る。

行政ポイントを付
与することによ
り、町内商工業の
振興が図られてい
ることから事業の
継続をする

448 437 263 350 国　庫
支出金

地方債

その他

一般財源

国　庫
支出金

277 263 350合計 0 0 329

道支出金

地方債

その他

一般財源

0 0合計 0 0 0 0

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他

15

一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】隠れた地域資源の活用への創発

主要施策

実績値（H30) 見込値（H31)

1 起業数 件 ― 1 0 1 1

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27)

1 1 ○天塩町ふるさと応援寄附金事業
　総務省からの通達により、返礼品にかかる地場産品の規制が入ったことから、寄附金額の減少が見込まれ
たところであったが、規制の範囲内で様々な返礼品を掲載したことにより、29年度を超える寄附金を集める
ことができた。31年度には、法改正により、返礼品の地場産品に対する基準が明確化され、今後も法規制に
よる締め付けが強くなることが想定されるため、加工場を活かした特産品開発や、ニーズを確保したうえで
の商品開発を行い、返礼品を増やしていく必要がある。

○天塩國眠れる食資源活用プロジェクト
　3ヵ年のおけるプロジェクトの実施により、地域商社といえる会社が設立され、加工場も兼ね備えているこ
とから、商品開発が促進されたといえる。また、プロジェクトにより東京レストランへの販路・人脈が形成
されたことにより、町内に招致したうえで、レストランイベントを開催することができた。交付金事業が終
了されたことにより、どのような形で実施していくかは未定であるが、レストランイベントについては、参
加者から大変好評であり、2回目の開催を多く望まれたことから、新規予算計上のうえ、イベントを開催する
か、検討する必要性がある。
　また、30年度より「公認インスタグラマー」として、約8万人のフォロワーがいるナヲ氏を任命し、天塩
町食材を使った料理写真をインスタグラムにて発信しているところにある。31年度においても同様の取組を
行い、SNSを活用したPR、食材の販促を行っていく予定である。

2

5 15 6 4

② 雇用の創出 人 ― 3 0

実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 特産品の開発 品 ― 10 1

2 3 3 2

1 5 3 3

③ 転入者数 人 ― 2 0

２） 地場産食材の利用拡大
３） 天塩國の眠れる食資源の活用
４） 安定した雇用の創出と販路の確保

１） 食品加工施設等の整備

施策 事業名
担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

理由
H30
実績

H31
目標

財源
H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位
H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

ふるさと応援寄附の
推進を図るととも
に、町内産業の活性
化を寄与することを
目的として、寄附を
行った個人に対し、
返礼品を贈呈する。

ふるさと応援寄附の推進を図ると
ともに、町内産業の活性化を寄与
することを目的として、寄附を
行った個人に対し、返礼品を贈呈
する。

寄付金額 千円 3,527 1,962

４） 天塩町ふるさと応援寄附金事業
総務
課

地方
創生
係

20

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果

寄附金の増
加により、
基金積立が
増加、町内
事業者にも
発注が増
え、地域経
済にも好影
響があっ
た。

道支出金

目標を大き
く上回って
達成153 0

総務省の通達
による返礼品
の規制はあっ
たものの、4億
円を超える寄
附金があり、
町財政にとっ
ても有益で
あったと考え
るため。

基金は増加している
が、使途にあった事
業に充当する必要が
あり、充当事業の選
定をする必要があ

る。また、法改正に
より現行の返礼品が
掲載できなくなる可
能性があるため、地
場産品の商品開発が
必要となってくる。

12,193 394,627 423,539 100,000
国　庫
支出金

その他 諸収入

地方債

223,147 270,666 62,096

３） 天塩町物産開発促進事業
商工
観光
課

商工
労働
係

昭和
59年

度

町の特性を生かした
地場産業の振興を図
るため、物産の研
究・開発に要する経
費の一部を助成し、
地域の均衡ある発展
と町民の就業機会の
確保を図ること

合計 0 290 6,800

6,800 223,147 270,513 62,096一般財源 0 290

道支出金 １件の助成
にとどまっ
たが、新た
な商品開発
により地場
産業の振興
に寄与でき
たと考える

本制度により
新しい特産品
が開発された
ため

事業継続
目標を概ね
達成

0 1 10
国　庫
支出金

地方債

0 500 800一般財源 0 244 196

その他

開発品 品 ― ― 1 ー

500 800

４） 天塩町知名度アップ事業
総務
課

地方
創生
係

28 28

ミシュランラーメン
店「ソラノイロ」と
コラボをし、天塩町
食材を使用したラー
メンを提供してもら
うことで、天塩町の
知名度アップを図る

ソラノイロへ食材提供を行い、
ラーメンを試作、提供してもら
う。
プレス向けに試食会を開催。
また、開発したものを町内向けに
試食会を開催。
開発品：しじみちゃんぽん

合計 0 244 196 0

町内に1年以上居住する団体、個
人を対象に企業家または企業家さ
れる見通しがあり、地場産業の振
興に寄与すると認めた研究・開発
事業の一部を助成

物産開発 品 0 1 1

道支出金

ー ー
国　庫
支出金

地方債

ー ー一般財源 ― ― 3,862 ー

その他

0合計 0 0 3,862 0 0
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３　地域住民が利用できる多目的加工施設の整備



Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 指標名

施策 事業名
担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

単位
H26
実績

事業達成度 事業効果 理由

３）
天塩國眠れる食資源活用プロジェク
ト（加速化交付金事業）

総務
課

地方
創生
係

28 28

本プロジェクトによ
り、女性・若者および
高齢者などの知恵を活
用し、眠れる食資源を
高コンテンツ化した商
品にし、一人ひとりが
地域や職場で自分の力
を発揮し、生きがいの
もてる地域とする。ま
た強い地域経済を実現
する。

H26
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

財源

道支出金

― 50,000 － － －－ － －
国　庫
支出金

地方創生加
速化交付金

―

地方債

－ － －一般財源 2,946

その他

特産品開発 品 ― ― 5 15

0 0

３）
天塩國眠れる食資源活用プロジェク
ト（推進交付金事業）

総務
課

地方
創生
係

28 30

本プロジェクトによ
り、女性・若者およ
び高齢者などの知恵
を活用し、眠れる食
資源を高コンテンツ
化した商品にし、一
人ひとりが地域や職
場で自分の力を発揮
し、生きがいのもて
る地域とする。また
強い地域経済を実現
する。

地域商社設立を目指しながら、眠
れる食資源から、新たに高コンテ
ンツの製品を開発、また地域のみ
ならず、国全体の発展を目指し、
「ソト知恵」を活かした圧倒的に
コンテンツ力の高い商品を開発す
る。
・公認インスタグラマー事業
・7/9-10 GohGanTAKAO
・2/6-7　札幌雪まつり
・2/24
  Ristorante Da Teshio

合計 0 0 52,946 0

地域商社設立を目指しながら、眠
れる食資源から、新たに高コンテ
ンツの製品を開発、また地域のみ
ならず、国全体の発展を目指し、
「ソト知恵」を活かした圧倒的に
コンテンツ力の高い商品を開発す
る。

特産品開発 品 ― ― 5

道支出金

加工場が無
かったことか
ら、鮭は獲れ
るが、天塩町
としていくら
が無かった。
加工場が整備
され、いくら
のみならず、
商品開発が促
進され、ニー
ズに応えるこ
とができるよ
うになったた
め。

3年の事業によ
り、地域商社が設
立されたところに
あるが、町として
協働できる部分は
協働しあい、食を
通じた活性化、つ
まり、地域所得の
向上を、目指して
いく。

12,500 18,000 10,400 0

目標を達成

3年の事業に
より、地域商
社が設立さ
れ、加工場も
整備されたこ
とにより、商
品開発が加速
化された。

6 4
国　庫
支出金

地方創生推
進交付金

― ―

地方債

11,069 0一般財源 12,894 18,918

その他

国　庫
支出金

0合計 0 0 25,394 36,918 21,469

その他

道支出金

0 0 0

地方債

0

一般財源

合計 0 0

道支出金

国　庫
支出金

その他

地方債

0 0 0合計 0 0 0

一般財源

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0合計 0 0 0 0 0

道支出金

0 0 0

国　庫
支出金

その他

地方債
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合計 0 0 0

一般財源



【基本目標】隠れた地域資源の活用への創発

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 起業数 件 ― 1 0 1 1 1 1 ○地方創生総合戦略推進経費
27年から5か年にわたる総合戦略を策定し、事業を推進してきたところであるが、31年度は計画の最終年度
であり、5か年の反省をしながら、令和2年度からの第二期総合戦略を策定していく必要がある。そのため、
31年度においては、住民ニーズ調査を実施し、その結果を踏まえ推進委員会を開催、議論を行い、諮問・答
申を行う予定である。

2

12 12 12 12

実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① アドバイザー数 人 ― 5 0

４　産業を活性化させるためのアドバイザー制度の創設

１） アドバイザー制度の構築

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

活発的な議
論が行われ
たことによ
り、道の駅
ギャラリー
の再編が推
し進められ
た。

道支出金

目標を概ね
達成

448 147 110 1,0810 3,530

1 1

まち・ひと。しごと
創生法の規定に基づ
き、本町における総
合戦略を策定するた
め地方創生推進本
部・推進委員会・評
価委員会を設置し事
業の推進を図る。

○推進本部
地方人口ビジョン及び総合戦略の
策定
各施策の推進
○推進委員会
人口ビジョンの策定
総合戦略の策定
○評価委員会
総合戦略に基づく施策の実施状況
及び効果の検証

推進委員会
開催

回 0 10

地方創生総合戦略推進経費 総務
課

地方
創生
係

26

推進委員会
は、3回目の
開催に際し議
案を募ったと
ころ、特に意
見が無かった
ことから、3
回目の開催は
行わなかっ
た。

31年度は総合戦略
の最終年度となる

ため、計画の
チェックを行い、
改善点を次期総合
戦略に繁栄させる
ため、委員会の開
催を増やし、議論
する必要がある。

評価委員会
開催

回 0 2 0 1

2 3 2 5 国　庫
支出金

地方債

その他

一般財源

国　庫
支出金

147 110 1,081合計 0 3,530 448

道支出金

地方債

その他

一般財源

0 0合計 0 0 0 0

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他
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一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】誰もが楽しめるまちへの創生

主要施策

実績値（H30) 見込値（H31)

1 住みやすさ満足度 ％ ― 80 ― ― ー

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27)

ー 80 ○天塩町空き家等適正管理対策事業
所有者を特定し、今後の空きやの活用および除却意向を調査する。

〇天塩町移住定住促進事業
移住体験施設として、件数は伸び悩んでおり、転居者が「居宅の改修によりすぐに住めない」「引越し荷物
が届くまでの数日間」の移住準備期間に利用してもらうなど、利用条件を緩和しているが、今後体験ツアー
や移住者への経済支援などの町全体として移住施策事業の拡大がないと、事業（移住体験施設）継続は困難
になっていく。73 87 76 未定

② 個人住宅等建設件数 件 2 2 4

実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 住宅リフォーム件数 件 80 70 68

0 2 0 0

9 10 8 未定

③ フリーランサーの移住者数 人 ― 6 ―

５） 住宅リフォーム助成事業の継続
６） 空き店舗等を活用した移住定住交流拠点の整備

２） 町有地の売却促進
３） 個人住宅、民間賃貸住宅の建設促進を図る優遇制度の創設
４） 公営住宅長寿命化計画の見直し

１） 空き地。空き家バンク制度の創設

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

Plan・Do Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容

人口と世帯数の減
少、高齢化等を背景
に空き家が増加して
おり、空き家対策の
推進に必要な情報や
対策に向けている。

・空き家候補リストを作成し、現
地を調査・システムへデータ入力
・空き家等の所有者特定、所有者
以降調査、空き家等対策の提案
・空き家等対策計画の策定支援・
対策・措置支援、住民対応、報告
書の作成

空き家リスト 件 － －

１） 天塩町空き家等適正管理対策事業 住民
課

住民
振興
係

28

H29
決算

H30
決算

H31
予算

事業達成度 事業効果

大きな成果
といえる空
き家対策に
は繋がって
いない。

道支出金

目標を未達
成

積極的な空
き家対策事
業を推進し
ているとは
言い難いた
め。

空き家対策にか
かるニーズ調査
をしたうえで事
業を推進してい
く必要がある。

所有者特定 件 － － － 25

－ 29 33 35 国庫
支出金

計画 － － － 0

26 28

その他

0 5 地方債

0 98 0

２） 町有地分筆測量委託経費 総務
課

管財
係

町有地の分筆測量及
び境界標の埋設

合計 0 0 506

506 0 98 0一般財源 0 0

道支出金
測量を行っ
たことによ
り、町有地
の売却促進
に繋がって
いる。

町有地の売
却促進に繋
がっている
ため

町有地の活用が
見込まれる場合
には、積極的な
売却を検討して
いく必要があ
る。

目標を達成

2 1 1 国庫
支出金

地方債

5,120 2,732 0一般財源 648 0 2,447

その他

戸数 戸 ― ― 7 8

2,732 0

３） 持家住宅促進事業補助金（個人） 住民
課

住民
振興
係

28 30

町民の生活環境の向
上のため、自ら居住
に供する持ち家住宅
建設及び賃貸を目的
とした住宅建設を促
進し、総合的定住化
を図り、地域活性化
と町政発展に資する
こと。

新築等に係る申請者は天塩町に住
民票を有し、10年以上定住を確
約できる者。町内業者限度額
1,500千円、町外業者限度額
600千円。商品券と現金で交付。

合計 648 0 2,447 5,120

町有地の分筆測量及び境界標の埋
設

分筆測量件数 件 1 0 2

道支出金
補助以前に
比べ、新築
住宅の建設
が増加傾向
にあるた
め。

時限付きの事業
であるため、事
業成果を踏ま
え、今後のあり
方を検討してい
く必要がある。

目標を達成

本助成事業
が新築住宅
建設の促進
に繋がって
いると考え
られる。

7,900 4,200

7 未定 国庫
支出金

5,000 0地方債 過疎債 ― ―

76 0一般財源 ― ― 4,272 3,100

その他

0合計 0 0 12,172 7,300 5,076
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１　空き地、空き家の利活用と持家住宅の建設促進



Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 指標名

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

単位 H26
実績

事業達成度 事業効果 理由

３） 持家住宅促進事業補助金（賃貸住宅）住民
課

住民
振興
係

28 30

町民の生活環境の向
上のため、自ら居住
に供する持ち家住宅
建設及び賃貸を目的
とした住宅建設を促
進し、総合的定住化
を図り、地域活性化
と町政発展に資する
こと。

H26
決算

H27
決算

H28
決算

H29
決算

H30
決算

H31
予算

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H30
実績

H31
目標

財源

道支出金

― ― 0 4,500 0 0

本助成事業
が新築住宅
建設の促進
に繋がって
いると考え
られる。

補助以前に
比べ、新築
住宅の建設
が増加傾向
にあるた
め。

時限付きの事業
であるため、事
業成果を踏ま
え、今後のあり
方を検討してい
く必要がある。

目標を達成

2 1 未定 国　庫
支出金

地方債 過疎債

5,900 2,000 0一般財源 ― ― 0

その他

助成件数 件 0 68 73 87

2,000 0

５） 住宅リフォーム支援事業 住民
課

住民
振興
係

27 30

町民が住宅のリ
フォームを町内施行
業者により実施した
場合において、その
経費の一部を補助
し、町民の居住環境
の向上、町内施行業
者の支援及び地域経
済の活性化を図る。

町内施行業者により行われるリ
フォーム工事であり、当該工事に
要する経費が10万円以上である
もの。同一住宅年1回限りとし、
同一人につき年２棟まで。町内に
住民票を有し、かつ現に居住して
いる、世帯員に滞納がないこと。
交付は天塩商工会が発酵する商品
券で交付し、端数は現金で交付。

合計 0 0 0 10,400

賃貸住宅については、個人の場合
は、天塩町に住民票、法人の場合
は天塩町に本社、支社等を有する
もの。町内業者限度額5,000千
円、町外業者限度額2,000千円、
商品券と現金で交付。

棟数 棟 ― ― 2

道支出金
居住環境の
整備およ
び、町内経
済の活性化
に繋がって
いるため。

時限付きの事業
であるため、事
業成果を踏ま
え、今後のあり
方を検討してい
く必要がある。

目標を達成

支援事業に
より、建物
の延命化に
繋がり、町
民の居住環
境の向上に
繋がってい
る。

12,400 10,000

76 未定 国　庫
支出金

12,700 0地方債 過疎債 11,400 9,700

64一般財源 85 46 631 2,328

その他

15 国　庫
支出金

人 16 10 8 20 5

0

６） 天塩町移住定住促進事業 総務
課

企画
広報
係

25

移住・定住を促進
し、人口の増加によ
る町の活性化を図る
ことを目的とする。

移住希望者の生活体験及び移住準
備の利用に供する移住定住促進住
宅を設置し、移住・定住を促進す
る。

利用者

合計 11,485 9,746 13,031 12,328 12,764

その他 使用料 749 429

１自治体では利
用は伸び悩んで
いることからツ
アーの取組に協
力が必要（H31
年度振興局実施
予定）

道支出金

目標を未達
成

町への移住
体験を通じ
て移住への
ハードルを
下げる

3件の申込が
キャンセル
になるなど
利用が伸び
悩んだ

1,761 2,097 1,943

219 236 308 350

地方債

1,735

1,516 1,525 1,789 1,593一般財源 985 1,346

合計 1,734 1,775

道支出金

国　庫
支出金

その他

地方債

0 0 0合計 0 0 0

一般財源

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0 0合計 0 0 0 0

道支出金

国　庫
支出金

地方債

一般財源

その他

0合計 0 0 0 0 0

道支出金

0 0 0

国　庫
支出金

その他

地方債
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合計 0 0 0

一般財源



【基本目標】誰もが楽しめるまちへの創生

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 住みやすさ満足度 ％ ― 80 ― ― ー ー 80 ○インターネット情報化推進経費
課題：ホームページへの閲覧数や流入ルート等のアクセス解析不能なため、改善点が見えない状況。また、
各担当課でページ管理をしていないため、むやみに削除ができないことから、ページが乱立し、見づらい構
成になっている。
・担当者が一人であったことから、更新作業を外部へ委託、各課から作業依頼することで効率的に更新が図
れた。
・LINE@をH30年3月から導入し、町内イベントについて発信を行った。H31.3.31末現在で登録者数は
409名で、スマホの普及により今後情報発信分野において回覧より大きな効果が期待される。

○広報活動経費
19年度から紙面レイアウト及び紙面内の文章が変わらず、変化のない広報誌となっていた。
平成28年度において、表紙をカラー刷りにし、イメージを刷新した。（コスト増加）

0 5回/年 74回/年 75回/年

実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 天塩かわら版（仮称）の発信 回 ― 1回/2か月 ―

２　町民がひと目で地域コミュニティを把握できる情報の発信

１） 地域情報の発信（SNS等の活用）

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

災害情報等
の迅速な周
知及びイベ
ント等のお
知らせを町
外に対する
周知が行え
た

道支出金

目標を達
成

1,418 1,398 395 1,417514 1,425

天塩町公式ホーム
ページへの町事業等
掲載により、町内外
へ情報発信する。

天塩町公式ホームページ運用にか
かるサーバー保守管理、情報更新
及び付随するソフトウェア経費

１） インターネット情報化推進経費 総務
課

企画
広報
係

更新頻度
を上げ、
利用者増
加に繋
がってい
る
（LINE）

コストが大き
いが、ホーム
ページは利用
者把握ができ
ないなど課題
が多いため大
幅な改修を要
する

国　庫
支出金

地方債

その他

一般財源

国　庫
支出金

1,398 395 1,417

１） 広報活動経費 総務
課

企画
広報
係

町の施策展開にあた
り、住民への理解支
持を得るため、情報
発信ツールとして広
報てしお等を作成す
る。また4年ごとに町
の概要を取りまとめ
た町勢要覧を作成。

合計 514 1,425 1,418

一定水準
の周知が
図られた

紙面での
周知によ
り事業参
加など

スマホの普及
に伴い部数の
縮小等を検討
を要する

目標を概
ね達成

道支出金

地方債

その他

3,249 3,429 3,475一般財源 2,946 4,941 3,495

3,429 3,475合計 2,946 4,941 3,495 3,249

広報てしお作成に関する経費及び
町勢要覧作成経費

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他
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一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】誰もが楽しめるまちへの創生

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 住みやすさ満足度 ％ ― 80 ― ― ー ー 80 ○シェアリングエコノミー天塩モデル構築プロジェクト（notteco）
相乗り交通事業については、30年度で2年を経過し、利用した方はリピーターとして利用され、利用者から
の口コミにより、新規利用者が増えているところにある。利用者のニーズに対し、ドライブ予定の供給が追
いつかないことから、より一層ドライバーの確保に向けた取組が必要となる。また、筑波大学の研究によ
り、相乗りによるマッチングを増やすには、広域の取組を行うことが効率的であり、中継地点を増やすこと
が重要であるとのことである。

0 0 0 20

② ライドシェア利用者数 人 ― 65 ―

実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 生活支援サービス相談件数 件 ― 20 ―

３　生活支援の充実と見守り体制の構築

7 173 150 65

１） ICTを活用したシステムの導入
２） 買い物支援体制の整備
３） 生活支援サービス相談の充実
４） 公共交通手段不足の解消

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

利用者も多
く、外出機
会の増加さ
せることが
できてい
る。

道支出金

目標を達成
303 347 283 372

1,478 1,445 1,278 1,4121,356 1,247

常時寝たきりで歩行
が困難な者、介助な
しで歩行が困難な者
に対し、通院や外出
の機会を増加させ、
自立した生活を送っ
てもらうこと

移住から在宅福祉サービス及び医
療機関その他のこれに準ずるもの
と認められる場所及び施設までを
送迎する。

利用者数(延
べ利用者数)

人 410 396

２） 外出支援サービス事業 福祉
課

福祉
係

H12

外出機会を
創出し、自
立した生活
を送るため
のきっかけ
を提供でき
ているた
め。

高齢化が進んで
いくなかで、自
立した生活を
送ってもらうこ
とは、重要であ
り、ニーズを踏
まえた取組を続
けていく必要が
ある。

445 403 412 428 国　庫
支出金

地方債

その他 負担金 217 279

一般財源

国　庫
支出金

1,792 1,561 1,784

３） 軽度生活援助委託事業 福祉
課

福祉
係

H12

65歳以上の者及び重
度の身体障害者等が
安心して、かつ、自
立した生活の継続が
可能となるととも
に、要介護状態への
進行を防止するた
め、軽易な日常生活
上の援助を行う

合計 1,573 1,526 1,781

要介護状態
へ進行を防
ぐための事
業に資す
る。

今後利用者
ニーズが広
がっていく
と考えられ
るため

今後高齢化が進ん
でいく中で、要介
護状態への進行を
防止することが重
要であり、通常生
活における軽易な
サービスは続けて
いく必要がある。

目標を達成
5

13 16 14

道支出金

地方債

6 12 6その他 負担金 4 4

26 26 23一般財源 15 15 17

38 29合計 19 19 22 32

65歳以上の者（65歳未満の者で
あって特に必要があると認められ
る者を含む。以下「高齢者」とい
う。）及び重度の身体障害者等が
安心して、かつ、自立した生活の
継続が可能となるとともに、要介
護状態への進行を防止するため、
軽易な日常生活上の援助を行う。

利用者数 人 8 8 9

利用者数 人 ― ― 7 173 150 200

地方債

29 32 35 道支出金

４） シェアリングエコノミー天塩モデル
構築プロジェクト（notteco）

総務
課

地方
創生
係

28

地方の抱える問題を
解決するため、既存
の考えではなく、新
たな流れとして急成
長しているシェアリ
ングエコノミーの活
用。天塩～稚内間を
ライドシェアにより
住民主体とした交通
網の整備を行う。

nottecoと連携した、生活圏と
なっている稚内までの公共交通機
関が整っていないため、相乗りで
の輸送を行うことで問題解決を目
指す。
H29
ヤナセGMりキャプティバをレン
タル
相乗りツアーを企画。
H30
筑波大学との共同でライドシェア
にかかる研究を実施

ドライバー数

目標を概ね
達成

事業開始2年
目となり、
相乗り事業
が通院ユー
ザーに対す
る交通機関
となりつつ
あり、ニー
ズは増えて
いる。

64321
国　庫
支出金

地方創生推
進交付金

その他

22

一般財源

460合計 0 0 560 642 128

64 460560 321

前年度はツアー
による相乗り利
用者が多く、前
年度に対し減少
したが、ツアー
を実施していな
いことを鑑みる
と、上昇傾向に
あると考えるた
め。

同乗のニーズは増加
傾向にあるが、ドラ
イバーの増加・登録
が伸びず、ニーズに
答えることができて
いない部分がある。
國の規制緩和を要請
しつつ、また動向を
注視し、ドライバー
確保に向けた取組を
進める必要がある。



【基本目標】誰もが楽しめるまちへの創生

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 住みやすさ満足度 ％ ― 80 ― ― ー ー 80

0 0 0 1

実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 地域カフェ設置数 件 ― 1 ―

４　地域カフェ設置による住民の交流の場の創設

１） 既存施設を利用した自由空間（カフェ）の整備
２） Wi-Fi（公衆無線LAN）の整備

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

新規のWIFI
整備はでき
ず、事業を
進めること
ができてい
ない。

道支出金

目標を未達
成

0

0 18,738 0 00 0

防災の観点から防災拠点
(避難場所・官公署)での無
線LAN環境を整備すると
ともに、福祉、観光等の分
野にも活用しICTを活かし
たまちづくりの促進を図
る。また、無線LAN環境
の整備することによって町
内のネットワークや携帯の
電波の届かない不感地域を
解消する。

町内全域の無線LAN環境の整備 WI-FI設置 施設 2 2

２） 公衆無線LAN等情報伝達基盤整備
事業

総務
課

総務
係

29

事業を進め
ることがで
きなかった
ため。

当初計画してい
た町内全域の無
線LAN整備は先
送りとなったた
め、別の切り口
で事業を推進し
ていくか検討し
ていく必要があ
る。

03 4 4 5 国　庫
支出金

地方債

その他

一般財源

国　庫
支出金

18,738 0 0合計 0 0 0

道支出金

地方債

その他

一般財源

0 0合計 0 0 0 0

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他

23

一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】誰もが楽しめるまちへの創生

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 住みやすさ満足度 ％ ― 80 ― ― ー ー 80 高校生との共同イベントの開催はないが、町主催イベントやその他イベントに参画してお
り、吹奏楽においては、イベント時に演奏会を行っている。各イベントを通じた町民と協働
した事業の実施が、地域に根付き、高校の魅力向上に繋がっていくと考える。

0 0 0 2

実績値（H28) 実績値（H29)

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 共同イベント開催数 回 1 2 0

５　高校生の地域に貢献できる場の創設

１） 高校生と町民が協力するイベントの開催
２） 天塩町PRビデオの製作

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

道支出金

国　庫
支出金

地方債

その他

一般財源

国　庫
支出金

0 0 0合計 0 0 0

道支出金

地方債

その他

一般財源

0 0合計 0 0 0 0

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他

24

一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】情報と観光の創起

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 道の駅来場者数 人 158,000 170,000 129,879 132,756 134,273 123,632 170,000

2 てしお温泉夕映利用者数 人 70,000 75,000 61,314 56,626

132,756 134,273 123,632 170,000

実績値（H28) 実績値（H29)

51,290 52,211 75,000

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 道の駅来場者数 人 158,000 170,000 129,879

１　「道の駅てしお」を再編し特産品や観光の発信場所を整備

１） 地元特産品の販売体系構築のため「道の駅てしお」内部施設の整備

５） コンシェルジュの常駐
６） ホームページのリニューアル

２） モニターやインフォメーションによる観光PRで街中への誘導
３） 繁忙期の飲食スペースの仮設場所増設の検討
４） 異業種間交流及び情報交換の場の拡充

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

目標は未達成
であったが、
案内スタッフ
を配置と地域
おこし協力隊
が通年常駐し
たことで、来
訪者に対する
サービス向上
に繋がった。

道支出金

目標を概ね
達成

1,702 1,775 18,278 18,6771,708 1,711

道の駅来客者に対す
る観光等情報を提供
することを目的とす
る

町内の観光、宿泊情報等のほか、
開発局の情報端末を設置するだけ
ではなく、総合案内スタッフを配
置して来訪者の問い合わせ等に対
応する。

５月から１０月までの間に総合案
内スタッフ配置したほか、通年で
地域おこし協力隊を配置し、来訪
者への対応を行った

来場者数 万人 16 13

２） 総合案内業務委託事業
商工
観光
課

施設
管理
係

15

来訪者の苦
情の対応
や、町内の
PR、宿泊施
設の紹介な
ど、幅広く
対応し利用
者のサービ
ス向上に努
めたため

開発局の情報端
末は撤去される
が、引き続き総
合案内スタッフ
を配置して来訪
者の問い合わせ
等に対応する必
要がある。

13 13 12 15 国　庫
支出金

地方債

その他

一般財源

国　庫
支出金

1,775 18,278 18,677

６） 観光コンシュルジュ、観光人材構成
事業

商工
観光
課

観光
係

28 29

道の駅など来訪者に
対しニーズに応じた
町の観光情報を提供
することに加え、近
隣地域の観光情報を
認識し、伝えられる
スキルを習得する

合計 1,708 1,711 1,702

事業実施なし 事業実施な
し

事業実施なし
目標を未達
成

500

1 - -

道支出金

地方債

その他

199 － －一般財源 ― ― 600

0 0合計 0 0 1,100 199

講師を招いて、講座・実地研修を
実施し、観光コンシェルジュの育
成を図る。

研修回数 回 ― ― 9

地方債

道支出金

国　庫
支出金

その他

25

一般財源

0合計 0 0 0 0 0



【基本目標】情報と観光の創起

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 道の駅来場者数 人 158,000 170,000 129,879 132,756 134,273 123,632 170,000 ○インターネット情報化推進経費
課題：ホームページへの閲覧数や流入ルート等のアクセス解析不能なため、改善点が見えない状況。また、
各担当課でページ管理をしていないため、むやみに削除ができないことから、ページが乱立し、見づらい構
成になっている。
・担当者が一人であったことから、更新作業を外部へ委託、各課から作業依頼することで効率的に更新が図
れた。
・LINE@をH30年3月から導入し、町内イベントについて発信を行った。H31.3.31末現在で登録者数は
409名で、スマホの普及により今後情報発信分野において回覧より大きな効果が期待される。

2 てしお温泉夕映利用者数 人 70,000 75,000 61,314 56,626

3 4 4 7

実績値（H28) 実績値（H29)

51,290 52,211 75,000

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① Wi-Fi設置数 箇所 2 7 2

１　情報提供の強化

１） 町内看板のリニューアル

５） SNSの活用
６） 看板やパンフレット等の外国語表示
７） 商店街の環境整備

２） パンフレットのリニューアル
３） パンレットの教材としての活用
４） ホームページのリニューアル

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

子どもから
大人まで楽
しみながら
情報収集に
役立ち、か
つ外国語版
について
は、外国人
への紹介に
対し、効果
があった

道支出金

目標を達成

389 367 370 370422

まちの価値ある資源
が、より魅力的に
「伝わる」よう新た
な手法によるパンフ
レットを作成し、情
報発信を行う

「てしお仮面PRESENTS天塩ツ
アー」（日本語・英語版）の発行
（本町のマスコットキャラクター
「てしお仮面」が町内の観光資
源、食などを漫画でストーリー化
して紹介）

発行部数 冊 - 6,000

２） マンガ版観光パンフレットの策定
商工
観光
課

観光
係

27

てしお仮面を主
人公にマンガで
町の刊行を紹介
しており、子ど
もから大人まで
楽しみながら情
報収集に役立て
る。外国語版の
発行による外国
人への紹介にも
効果あり

インバウンド対
応に向けて、中
国語など、他言
語版発行の検討
を行う。

5,000 3,500 2,500 2,500
国庫

支出金

地方債

その他

一般財源

国庫
支出金

367 370 370

４） インターネット情報化推進経費
（再掲）

総務
課

企画
広報
係

天塩町公式ホーム
ページへの町事業等
掲載により、町内外
へ情報発信する。

合計 0 422 389

災害情報等
の迅速な周
知及びイベ
ント等のお
知らせを町
外に対する
周知が行え
た

更新頻度を
上げ、利用
者増加に繋
がっている
（LINE）

コストが大きい
が、ホームペー
ジは利用者把握
ができないなど
課題が多いため
大幅な改修を要

する

目標を達成

道支出金

地方債

その他

1,398 395 1,417一般財源 514 1,425 1,418

395 1,417合計 514 1,425 1,418 1,398

７） 天塩市街フラッグ設置事業補助金
商工
観光
課

商工
労働

28 28

商店街をはじめとす
る町内に賑わいと活
気を呼び戻すことを
目的とするほか、町
内への新たな誘客に
つなげることを目的
とする

街路灯にてしお仮面をデザインし
た歓迎フラッグを設置。
補助金は、フラッグ製作およびフ
ラッグ用金具、取り付け費用を助
成。
29年度からは商工会単独事業と
して実施

天塩町公式ホームページ運用にか
かるサーバー保守管理、情報更新
及び付随するソフトウェア経費

道支出金

国庫
支出金

設置箇所数 箇所 - - 60 53

地方債

国道・道
道・町道
（新栄通）
各所にフ
ラッグを設
置すること
により町の
賑わいを演
出すること
ができた

歓迎フラッグを
設置すること
で、通過する旅
行客にも天塩町
の印象を残すこ
とができること
から、事業を継
続する。

目標を達成

町の賑わい
を演出する
ことに資す
る効果が
あった

53 53

その他

0合計 0 0 1,000 0 0

26

－ －一般財源 － － 1,000 －



情報と観光の創起

主要施策

　平成３０年度　天塩町総合戦略事業評価シート

特記事項

※事業の問題点や評価等の妥当性、有効性、効率性など数値目標 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H28) 実績値（H29) 実績値（H30) 見込値（H31)

1 道の駅来場者数 人 158,000 170,000 129,879 132,756 134,273 123,632 170,000 ○天塩川歴史資料館管理経費
天塩町の歴史をもっと町外に発信していくための基盤整備や、沢山の人々が施設を安全に安心して使用でき
るよう環境整備をする必要がある。

○シェアリングエコノミー等拠点整備事業
宿泊については、施設も新しくなり利用者増加がみられる。
多目的交流室やコワーキング室については、町条例の利用料金の一部減免規定や、指定管理者の協力を得
て、利用しやすい料金設定にしている。

2 てしお温泉夕映利用者数 人 70,000 75,000 61,314 56,626

1,025 1,049 1,268 1,270

② 川口遺跡風景林来場者数 人 317 350 289

実績値（H28) 実績値（H29)

51,290 52,211 75,000

重点プロジェクト

項目 単位 基準値（H26) KPI（H31） 実績値（H27) 実績値（H30) 見込値（H31)

① 天塩川歴史資料館来場者数 人 1,154 1,270 1,603

１　「歴史」｢自然」「天塩川」に関する観光コンテンツの開発と整備

244 310 322 350

１） 天塩川歴史資料館の整備と利活用の検討

５） てしお魅力再発見交流事業の実施
６） 天塩町民保養センター利用者の拡大
７） 縄文体験プロジェクトの検討

２） 長門船模型の製作と観光利用
３） てしお観察、体験ツアーの実施
４） 町内フットパスの整備

１１） てしお温泉に併設する宿泊施設及びコミュニティ施設の整備

８） 新たな観光資源の開発と観光モデルのルート整備
９） 広域連携によるインバウンドツアーの計画

１０） 大学及び広域連携による教育旅行誘致のためのスキーム構築と整備

施策 事業名 担当
課名

担当
係名

開始
年度

終了
年度

Plan・Do

H31
予算

Check Action
事業概要 事業の成果・目標 実績額（見込額） 評価

今後の事業
の方向性事業の目的 事業内容 理由H30

実績
H31
目標

財源 H26
決算

H27
決算

H28
決算

指標名 単位 H26
実績

H27
実績

H28
実績

H29
実績

H29
決算

H30
決算

事業達成度 事業効果

天塩町の歴
史を学ぶ場
としての周
知はもちろ
ん、またて
しお塾の開
催など天塩
町の文化や
歴史を学ぶ
機会を設定
した。

道支出金

目標を達成
282 333 172 280

2,296 2,934 2,770 2,5801,944 2,197

1268 1500
天塩川とともに歩ん
だ町の歴史を想起
し、先人が築いた遺
産、伝統、文化を継
承する場とするた
め。

町民から提供頂いた数々の品々を
展示し、町民と共に築きあげ親し
みのある資料館を運営管理する。

児童生徒の
利用者数

人 151 68

１） 天塩川歴史資料館管理経費
教育
委員
会

生涯
学習
係

H元年

小学3･4年
生はカリ
キュラム内
の地域学の
時間を使用
し資料館を
見学しに来
たことで、
町史を学べ
るところだ
と認知した
と考える。

今後は、学校授
業時間だけに来
るところにとま
らず、地域学を
学べる機会の提
供とグローバル
に対応できる環
境整備が必要で
ある。

入館者数 人 1154 1603 1025 1286

134 148 133 150 国　庫
支出金

地方債

その他 使用料等 173 307

一般財源

国　庫
支出金

地方創生拠
点等交付金

－

3,267 2,942 2,860

11） シェアリングエコノミー拠点等整備
事業

商工
観光
課

施設
管理
係

28 29

コワーキングスペー
ス、フリーランサー
の移住を促す宿泊研
修施設、テレカン設
備をを備えた「天塩
町シェアリングコ
ミュニティ構築プロ
ジェクト」の拠点施
設とする。

合計 2,117 2,504 2,578

－5

仕事ができ
る場所とし
て活用さ
れ、また、
在宅ワーカ
の情報交換
の場として
も効果があ
り、仕事へ
の意欲等に
寄与した。

ネット環境や
団体として集
まれる場とし
て活用され、
クラウドワー
クの拠点とし
て機能したた
め

これからも町内外
の在宅ワーカーの
拠点として備品等
を整備し、町内在
宅ワーカーの新規
開拓を目指す。

フリーランサー
移住

人 － － － － 0

－ － 179,440 － －

目標を達成

－ － －

－

10 11 15

道支出金 － －

－ － － 179,000 － －地方債 過疎債

－ － －その他 － －

20,440 － －一般財源 － － －

0 0合計 0 0 0 378,880

クラウドワークセミナーや遠隔講
演等の事業を実施し、町内ワー
カーの掘り起こし、所得向上、移
住促進を図る。
また、電子図書館や、Pepperに
よるプログラミング教育の拠点と
する。

在宅ワーカー 人 － － 11

道支出金

国　庫
支出金

地方債

その他

0合計 0 0 0 0 0

27

一般財源


